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【ＤＪＩの視点】「アーキビスト問題」の問題点―権上康男氏の講演を聞いて―
日本歴史学協会による「アーキビスト問題シンポジウム」の開催がここ数年来継続している。だが、そこで｢アーキビスト問題｣といわれる言葉の裏に文書館に働く主に歴史学系の専門家＝アーキビストが必ずしも十分な社会的な認知や処遇に恵まれていないという当事者たちの不満が見え隠れすると見るのは、筆者の見識不足であろうか。

五月、全史料協関東部会総会の特別講演でフランス現代経済史の専門家、権上康男氏（横浜国立大学経済学部教授）のお話を聞いた。今年1月に同氏が日経新聞に発表された論文｢歴史文書の制度的保存と公開｣は、アーカイブズ関係者に深く感銘を与えるものであった。しかし、当日の氏の講演は更にその中から新しいアーキビスト像の事例を引いて、これからの歴史文書とそれを扱うアーキビストへの期待とともに、今日を将来に引継ぐということが、具体的にはどのような実務と能力を要求するものなのかについても示すものであったといえる。フランスでは「伝統的」アーキビスト養成学校エコールデシャルトだけでなく、今では現代アーキビスト養成学校が設立されていることや、その卒業生である若いアーキビストの仕事ぶりについてのお話は新鮮であった。これまでの古文書解読＝アーキビスト要件を前提としたような議論が何か時代の要請に不釣り合いであると感じていた筆者には、漸く霧が晴れる気配を感じ取ることが出来たのであった。

アーキビストの業務は過去と未来の両方に目をむけるという理由で、ＩＣＡ会報はJANUSヤヌスと名づけられている。ヤヌスは日の出と日没をつかさどる古代ローマの神の名で、ひとつの頭にひげの生えた二つの顔が背中合わせになっていて、それぞれ反対の方角を向いている双面神の姿で表現される。Janus-faced（ヤヌス顔）とは英語の辞書などには、物事の二面性をあらわす形容表現であると示されている。

文書館業務は保存と利用を行うという意味では、確かに過去と未来の両方を睨む。サービスなら文書館の所属組織へのサービスと一般閲覧利用者へのサービスの両方を考えなければならない。文書館業務には二面性を持っていることが特徴となっている。言い方を変えれば、組織にも人々にも適切なサービスを提供することが、アーキビストの社会的役割ということになろう。フランスで新しいアーキビストに必要なのは交渉と説得能力である、という話と、現代日本の文書館関係者の現状の間にどのような重なりを見るべきなのだろうか。

国立公文書館も国立大学も独立行政法人化という今日、「アーキビスト問題」の議論にはより幅広い分野での盛上がりが望まれる。(小川千代子)
No.33　20000715
〈巻末随想〉 

この夏は、よくいろんなことをした。

●その一、平出遺跡の見学。初めて訪れたのが中2のとき。何しろ人数が多いベビーブーマーだから、林間学校の途中にこの遺跡に立ち寄ったものの、時間が足りなくなって、私たちは遺跡がどこにあるのかさえも分からず、結局何も見られなかった。その無念をついに今年は晴らすことが出来た。周辺の遺跡公園の池がとても不思議な雰囲気を醸し出していて、神秘的でさえあった。こういう風景の中で暮らしていると、もっとお天道様を大切にする気持ちが育つだろうと思った。

●その二、天草と島原。熊本空港から天草行きの飛行機に乗りかえるのに、何と3時間も待ち時間があった。その間、珍しくガイドブックを買って、待ち合わせのロビーの椅子に寝転がってじっくりと観光の計画を練った。行きたいところ、行くための手段、地図など全部チェックしておいたから、飛行機に乗り込んだときには、次に何をしたいのかはっきりと決まっていた。こんなにきちんと観光計画を立ててどこかに出かけたことは実を言うと初体験。天草飛行場では直ちにレンタカーを手配し、地図に従ってフェリー乗り場へと向かい、フェリーに乗って島原半島に到達した。そして、天草四郎時貞率いる島原の乱終焉の地、原城跡の公園を見たり、切支丹墓碑を探し当てたり、普段はとても出来ない楽しみを楽しむことが出来た。ついでに車を更に走らせて雲仙普賢岳を見に行った。噴火の跡だろうか、山頂にはとげとげしく切り立った角が数本、山肌は火山の紫色だった。

●その三、北京。念願かなって中国語の勉強のために北京に行った。パック旅行だが、20名足らずの中国語勉強グループは、誰もが共通の目的を持ってやってきているので、とても楽しく、気持ちのいい集団になっていった。初日の授業ではいきなりテープで何やら聞かされて、教科書の問題を読んで正しいかどうか言え、という。冗談じゃない。私は何をやっているのかもわからない、といったら「初級のクラスに移りなさい」。初級のクラスに行ったら仲間が「おかえりなさい」と迎えてくれたのがなんと嬉しかったことか。そして一週間、一人で町に出てタクシーに乗って行先を言ったり、運転手に「コンピュータ、もっていますか」などと図々しく質問できるところまでになった。もっとも、その返事はあまりきちんと聞き取れてなかったが。

●という訳で、気がついたら昨年来のコンピュータに起因する腱鞘炎が全快、気分も新しくすっかりリフレッシュした。いい夏休みだった。（ち

No.34  20000915

〈巻末随想・王様の姿〉 
●三三号にミケの訃報を載せたら、割と反響が大きかった。三四号の読者からは、「天草は私の故郷。懐かしい!」とのコメントをいただいた。もしかして、この欄は人気があるのかしらん。

●話は変わるが、西洋の王様といえば、宝石をちりばめた王冠を戴き、赤いローブなど纏ってじっと座り込んでいるものだと思っていた。だが、筆者が見た現代ヨーロッパの王様はそうではない。

●ＩＣＡの会合を振返ると、九一年オランダでは王子様が現れた。ダークスーツに金髪をきれいにとかしつけた品の良い若者だった。その雰囲気は九二年全史料協愛知大会での皇太子徳仁殿下に重なる。

●九八年スウェーデンでは、国王ご夫妻による博物館展示会のオープニングに列席した。ご夫妻は共に普通のスーツで他の列席者に混じって着席されていた。だから、前に進み出て「では、展示会を始めます」と英語で宣言されるまでは、どれが王様なのかわからず、王妃様に至っては退席される背中ではじめてその人と知った。

●セビリアのＩＣＡ大会では、開会式がスペイン国王臨席で執り行われた。いや、国王によって執り行われた、といった方が正確だろう（決議文一四参照）。

●開会式スピーチの中で、当日朝の国内テロ事件の処理で到着が1時間ほど遅れたことをわびた国王の姿は翌朝のテレビニュースでテロ事件の報道の一部として取り上げられた。印象深いシーンであった。

●しかし、更に印象深かったのは、国王自らこの開会式を「仕切って」いたことである。スピーチの順番は国王が指示されていた様子だし、退席に当たっては「では私は退席します」というような一言と共に席を立ち、出口に向かってすたすたと歩き出されたのであった。

●これは日本の皇室に慣れた我々には、まさに異文化。王様も会議を仕切るし、事務的な話もするのだということを目の当たりにすることが出来たのは、本筋から離れるとはいえ、ＩＣＡ大会での大きな収穫だった。欧米のエライ人達に共通する、こういう雰囲気が、情報公開の土台なのかもしれない。きっと。（ち

No.35  20001101

環境庁文書･公害環境問題資料の保存運動 大阪･あおぞら財団発　「移管基準」手がかりに

●悲鳴のようなメールが届いた。環境庁の文書が情報公開法の施行を睨んでの「文書整理」の対象になってしまわないか、と。

●大阪市の公害地域再生センター(あおぞら財団)を中心に、情報公開法の施行を前にした環境庁の公文書保存に関心が高まり、九月一三日付で環境庁長官に｢環境庁文書をはじめとする公害･環境問題資料の保存に関する緊急要請｣を提出した。現在は学会や団体に賛同を呼びかけている。呼びかけ人名簿には文書館関係者の名前も見える。

●環境庁の公文書は日本の環境問題、公害問題の基本資料であるから、日本の現代史を綴るうえでは欠かせない資料と位置づけられる。だから、環境庁におかれては、ぜひ確実に公文書を保存してほしい、という趣旨。現在署名集めも行っている。

●情報公開の制度が出来るときに、情報隠しを目的に大量の文書が廃棄される、という話は情報公開制度が初めて日本に紹介された頃から絶えずいわれてきたことである。だが、9月13日関係者が環境庁担当者と懇談したおりには、当局側は「直ちに廃棄を行うのではなく、国立公文書館の移管基準に従い、資料的価値ある(非現用)文書を移管する予定」と回答した。先頃国立公文書館が移管基準を提示したことで文書廃棄に歯止めがかけられたことは有難い。これが本来的役割であろう。

●大阪市西淀川区千舟一-一-一三洋ビル４Ｆ同財団内達脇明子/笠木宏夫氏宛賛同署名を!℡０６-６４７５-８８８５/ｆａｘ０６-６４７８-５８８５

webmaster@aozora.or.jp
No.35  20001101

ＤＪＩの視点 　情報公開制度と非現用公文書の保存活用

●省庁再編と，情報公開法の２つの事情から、官庁文書の大整理が現在進行中、大量に「廃棄」されているらしいというウワサも、とは前号「視点」の前口上であった。その後わずか二ヶ月足らずの間に二回も、まさにそのものズバリの事例を見聞する機会を得てしまった。筆者はそれまで、ルールとしての情報公開制度を見る限りは、文書の大量廃棄にそのままつながるものではないはず、という基本姿勢を貫く構えできていたのだが、ついにこの「たてまえ」は事実と一致していないことを認めないわけには行かなくなったのである。約二〇年の歳月を費やして作り上げられてきた「情報公開制度」と公文書館制度が抱える問題とは、何なのか、考えてみたい。

●情報公開法ではその対象とするものが「公文書館などで歴史的文化的価値に着目して保存･提供されている現用以外の公文書等は除く」と定義されている。つまり、現用文書でなければ情報公開制度による開示の対象にはならない、ということである。そのため、現用文書をきちんとわかりやすくならべたり出しいれが容易になるような入れ物に入れ替えるという文書管理システムの導入や見直しが盛んに行われている。

●一一月初めには、熊本県本渡市で、新文書管理システム導入と並行して非現用文書の廃棄処分に待ったをかける形で「公文書の保存活用」を考えるシンポジウムが開催された。ここでは、新システムの導入の第一段階として、現用文書と保存期間を過ぎた公文書を区別するため「廃棄」処分が始まろうとしていた。この事態に「歴史資料として重要な価値を持つ公文書までが一括して廃棄される可能性がある」と懸念した学芸員らが、担当部課長はもちろん、市長までも説得し、非現用公文書を即座に焼却廃棄する代わりに、市役所が管理する施設の空スペースを確保してここに非現用公文書を集積した。こうして当面焼却処分を免れ「歴史資料」価値の有無について評価を待つことになった公文書は書架延長にして約二〇〇㍍余り、ダンボール箱で四一四箱に上った。集積場に集まってくる非現用文書の箱はまだ増え続けているという。本渡市ではこのために、「天草ふれあい愛島（アイランド）事業 文化と交流」のタイトルを冠し「公文書の保存活用」シンポジウムを開催した。

●当日は、天草ふれあい愛島事業の担当者、富安本渡市経済部長が挨拶に立ったのはもちろん、安田公寛市長自らもまた日程をやりくりしてこのシンポジウムに終始参加した。会場には本渡市の各課の職員や周辺自治体の文書担当者らも多く集まり、市長とひざを交え、市役所の日常業務の結晶である公文書の取扱や保存活用をめぐって活発な意見交換が行われた。参加者全体の意識の高さを反映し、情報公開制度と文書管理、公文書の保存活用制度である公文書館法、民間の手に残された市民活動記録など、天草全体の歴史と文化にまで話題は大きく広がりをみせた。

●シンポジウムの最後に、座長をつとめた高橋実作新学院大学教授は、「情報公開は良好な文書管理を基盤とすること、良好な文書管理とは現用文書と非現用文書の明確な区分けを土台としていること、非現用文書の中には歴史資料として重要な公文書等が含まれている可能性があることの3点をこのシンポジウムでの共通理解とする」ことを確認し、翌日にはシンポジウムパネリスト4名による提言書を作成し、市長に手渡した。414箱の非現用文書を集積場に誘い、このイベントを企画した本渡市の平田･本多両学芸員は「これまでは夢中で走ってきたけれども、これからは組織的･制度的な取組みが必要であることが明らかになった。」「当面の対応にくらべ、組織化･制度化は職員や住民の理解と応援によるところが非常に大きいと思われる。」と感想をもらした。市区町村レベル自治体における情報公開制度と非現用公文書等の保存活用の方策を、双方が関連性を維持しつつ同時並行的に行おうとする方法論は、国内では初めてでもあり、本渡市におけるこの取組みの今後の展開は多いに期待され、注目を集めるものとなろう。

●もう一つは、これまでも時に話題にされることはあっても真剣な議論の対象とされることの少なかった国の地方支分部局が抱える国の公文書等の取扱を巡る動きである。職員七千人を抱える、国の出先機関では、現在保管中の、その地域の歴史に深くかかわりある多くの公文書の処理を巡り、情報公開法の施行を前に保存期間満了分を廃棄するだけで良いのかという問題に直面している。国の場合は、国立公文書館法があり、中央省庁が保管する公文書等は、現用でなくなれば移管基準に基づく協議の結果国立公文書館に移管されるという道筋が確立している。しかし、これをそのまま地方の出先機関に当てはめれば、それで良いのだろうか。出先機関の業務はその地方に固有の歴史を色濃く反映した記録であることは間違い無い。従って、非現用となった後も、その地方の記録として業務上の利用可能性を確保することもまた必要かもしれない。いや、そうした出先の論理以前に、現在国立公文書館が備えている書庫スペースは、地方の出先機関が保管している非現用公文書等を受入れられるだけの余裕を見込んだものとなっているのか、という初歩的な疑問をまず解決する必要があるだろう。

●こうした事情を考えていくとＮＡＲＡ○○ブランチ（米国国立公文書館○○支所）という考え方を学ぶべきかもしれない。でなければ、国の出先機関が保有する公文書等については、情報公開制度の適用はあっても、国立公文書館法の適用は除外、などといういびつな事態が出現しないとも限らない。両制度の整合性を再検討することも含め、注意深く見守り続ける必要があろう。

No.36  20010115
〈巻末随想〉「えっ、ほんとに捨てちゃうの??」-日本のアーカイブ文化-
●とうとう二十一世紀になりました。今世紀も、アーカイブと文書館の業界誌『DJIﾊﾞｲﾏﾝｽﾘｰﾚﾎﾟｰﾄ』をどうかよろしくお願い申し上げます。

●二〇世紀最後のころ、というか昨年一一月のことだが、若い放送記者の訪問をうけた。｢二〇世紀締めくくりにあたり、日本はどんな記録がのこされるのだろうか？日本の記録保存の現状について聞きたい」というが、私もそれは同じくらいわからないと思いながら、話した。記者さんの関心の広がりに、時代が少しアーカイブへの関心の高まりに向かっていると感じ、意を強くした。
●このところ、情報公開制度の普及に伴う文書管理とその長期保存への視点は高まりつつある。情報公開制度では、｢30年を経過した文書は原則として廃棄｣というルールなのだが、そこで文書への思いが新たに湧き起こる人は結構多い。一方では今作っているコンピュータにため込んだ記録が本当に30年もつのかな、という疑問を持つ人も、少しずつだが増えてきた。今、捨てることを迫られた役所の人たちが｢えっ、本当に捨てちゃうの??」と不安になり始めているが、ここにこそ、アーカイブ制度が芽生える本来的な｢ココロ」があるのではないだろうか。北海道立文書館を見学し、そうした｢ココロ｣故に、今日に引継がれたさまざまな公的記録があることを知った。その地域を語る記録への愛情なくして、記録は残らない。
●そう言えば、放送局が｢放送」した番組を、やっぱり保存しておかなければ、と考えるようになった時期が一九八〇年代末ごろかと記憶する。「ひょっこりひょうたん島｣などの放送番組をなぜ｢やっぱり保存しなければ｣と考えるようになったのか？もしかして残したいという「ココロ」の存在が理由であったなら、日本も捨てたものでもない。その「ココロ」の存在、なくなってほしくない、将来に伝えたいと思う気持ちこそが、日本のアーカイブ文化を形成するのだと思う。

★本誌では今世紀より大英連邦式発音に倣い、カタカナ表記に「アーカイブ」を採用することと致しました。（ち）
No.36 　 20010115
〈巻末随想・美文連〉
●公文書館法が出来る前、イギリスからローパーさんが来日した。一九八六年のことだ。来日の理由は2つあって、一つは全史料協がＩＣＡのメンバーとして相応しいかどうかを確認するため、もう一つはちょうどその時東京で開催されていた世界図書館連盟ＩＦＬＡでICAからの発表を行うためだったと聞く。

●話は変わるが、そのＩＦＬＡ東京大会の裏方では、日本の図書館界の人々が大活躍であった。とりわけ、外国からの参加者との対応では女性図書館人の活躍が目覚しかったらしい。その時活躍していた女性図書館人のグループは、いつのころからか「美図連」の名前で呼ばれるようになった。90年代半ば、美図連一同が赤いスカーフを贈られるパーティ（つまり還暦祝い）が催され、筆者もそこに集う光栄に浴したものである。

●そんなシーンと共に思い出すのは一九八五年、生まれて初めて渡米・参加したテキサス・オースチンでのアメリカアーキビスト協会の年次大会や、その後1990年のシアトル大会、モントリオール、ワシントンＤＣなどでの様子だ。何しろ女性が多い。しかも、人種が違うからかもしれないが、みんな背が高く体格が良い。そんな女丈夫の中に混じって、どちらかというと線の細い男性が見え隠れするのが、アメリカのアーキビスト団体の「いつもの」光景と思われる。誤解を恐れずにいうなら彼の地におけるアーキビストは女丈夫が多い。

●日本の光景はどうか。もともと日本女性はきゃしゃだから、外見から判断するならかの地のごとき女丈夫は、まァいない。しかしながら、日常の文書館業務、それも窓口や出納の場面にテキパキと対応する女性職員の姿を見ることは、ちっとも珍しくはない。つまり、外見は別として仕事の片づけ方、取組み方において日本にも「女丈夫」はたくさん存在するといって良いだろう。

●最近は、様々な会合の席上、あるいは見学先の保存機関の責任者の女性に巡り合う機会も、以前に比べればはるかに多くなってきた。雇用機会均等法からやがて一五年、男女共同参画社会への呼び声が少しずつ実現しているということなのだろう。美図連だって、これを盛りあげようというやさしい男性諸氏からの支えがあってこその存在であったことは紛れも無い事実だ。

●こうした男女共同参画の傾向を大切に育てるために、そして女性がみずから積極的な社会活動を行えるような土台作りのためにも、アーキビスト版美図連があったらいいなぁ。ウン、この際だから、そんなグループを作ってしまおうか。そうだ、これは「美文連」（びぶんれん）と名づけよう。

●我と思わん日本の女性アーキビストの皆さん、二一世紀スタートと共に、美文連を作りませんか。マジでご連絡、お待ちしています。（ち
No.37  　20010315

〈巻末随想･情報の価値と時間の流れ〉
●ある雑誌で情報公開に絡めてアーカイブも取材していると聞いた。筆者自身四月上旬に新聞社から情報公開とアーカイブ関連の取材を受け、｢時代が変わったなぁ｣と感慨深くそのことを受け止めた。情報公開制度は確かにアーカイブ制度とのつなぎに人々を着目させるだけの力を持っている。
●ところで、情報は古くなるに従い、その情報が今日の人に働きかける価値が変化するその区切りとしてなぜか三〇年という年限が一応提示されてしまったのが、今回の日本の情報公開法と思われる。しかし、報道の人々は、30年後にみずからがどのような情報を求め、どのような情報に価値を見出すのか、言い換えれば今欲する情報が三〇年後になっても同様の価値に見え続けるのか、といったことにはどうも無頓着だ。
●アーカイブの立場では、情報が百年後にどのような価値を持ってその時の人々に語りかけるのか、ということも考えておかねばならない。その観点で考え始めると、現在の生々しく、それゆえ価値ありと認められる記録や情報が、実は些末であったり、事実の裏付けとしては信頼性の薄いものであったりすることも、多分多くなるだろう。事実を記した記録、正式にある事柄を認定した記録の方が、そうでない記録よりは確実に残されるだろうし、またそれに基づいて世の中が運営され続けていく可能性は高いと思われる。このあたりのこと、報道関係者に話したら、｢随分、哲学的な話ですねぇ。｣という反応。
●情報が、その内容そのものが変化するわけでなくても、時間の経過に連れてその情報に対する評価とか価値は変化する。新聞に掲載するようなニュースはしばしば一〇〇年後には何の価値も無い｢記事｣と成り果ててしまう。それは、その時に生きている人にとって耳目をそばだたせるようなことがらであっても、時代を共有しない人にとっては関心を持ち得ない事例になるからだろう。
●その逆に、時代を超えて関心を共有できる情報源もある。わかりやすい事例を考えれば、音楽とか美術などが挙げられる。しかし、それは事実を記した情報記録とは異なり、むしろ人為的な創作であり、文化とか芸術と呼ばれるジャンルに属することが多い。
●人生のもち時間と、記録や情報が生き延びて価値を持ちつづける時間の長さの狭間で、何だかみずからの時間感覚が狂っていく。一体、アーカイブとは、アーキビストとは、何なのだろう。
No.38 　 20010515

〈巻末随想･整理分類〉 

●ＤＪＩレポートは、創刊以来七年目、次号は通算四〇号となる。そのうち一-九号、および一〇-二〇号は合冊版を作った。しかし、その後はすべてバラのバックナンバーが残っているばかりだ。

●先頃、国立国会図書館から、「その後の合冊はないか」との問合せが来たので、バックナンバーをそろえて送付した。いまのところ、二十一号以降のバックナンバー合冊をつくる予定はない。
●その理由は簡単。事務所のスペースはもはや限界。もし何か作ったら、在庫をこの場所に抱え込むことになる。そんな恐ろしいカケは出来ない。今だって足の踏み場もないほどなんだから。
●その代わり、でもないけれど、これまでのＤＪＩレポートの全体像を少し整理してみたくなった。合冊も含めて過去分を二セット準備した。合冊は製本をはずして頁毎に分解した。最近のものは折り目にナイフを入れてバラバラにした。
●その次は記事毎に切り離す。初期のものはハシラが無いので、すべて手書きで通番と発行年月日を補う。最近のものでも一頁に複数の記事が有れば、書き足す。そして、記事はシリーズ毎にまとめて重ねていく。このあたりの作業は、やっているうちになぜかハマッてしまう。どんなシリーズ名にするか、考えたり工夫したりするのは、私の趣味の領域なのかもしれない。
●全三八号分の切り離し分類作業が終ると、そこには十数個の記事の山が残っていた。それぞれの山毎に、今度は個別の記事のタイトル、通番、発行年月日などの情報を拾って、リストに作り上げる。この作業は、本当はコンピュータでも使いたいところなのだが、ガマンして手書きで乗り切った。なぜか、それは手書きの方がより記憶に残りやすいと思うから。それ以上に、コンピュータの無い場所でも手軽に作業が出来るから。

●という訳で、本誌の総号記事索引の作成作業は、基本的なところは何とたった4時間かそこらで終ってしまった。その中から見えてきたもの、それが本誌の整理分類体系だ。これはいずれ又。（ち）

No.39　  20010715
報道批評｢記録を保存する」 eq \o(\s\up  5(アエラ７),\s\do  3(月３０日))｢公文書管理のお寒い現実｣ eq \o(\s\up  5(日経新聞),\s\do  3(８月５日))
情報公開制度と公文書館制度

報道された eq \o(\s\up 9(アーカイブ),公文書)の救済

 去る5月、雑誌『アエラ』に「日本の公を考える」という記事が掲載され、公文書の保存が取り上げられた。旧満鉄関係の公文書が廃棄の瀬戸際で大学の研究資料として｢救済｣された話がその中心。この話題は六月一七日の朝のＮＨＫテレビニュースでも取り上げられた。その時は｢戦前の国策会社関係記録が情報公開法施行に伴う整理によって処分され、研究者から批判されていること、批判された財務省は国立公文書館に引き渡したいといったが、国立公文書館から歴史的価値はないと受入れを拒否されたので処分したと主張、国立公文書館側はそのような発言はしていないと反論した｣という内容だった。

記録の保存と情報公開

 『アエラ』は再びこのテーマを取り上げた。二〇〇一年七月三〇日号74頁掲載の「記録を保存する」である。内容は武田晴人東大経済学部教授の談話で、小見出しには「歴史の評価を仰ぐには記録の保存が重要だ。専門家が取捨選択し、劣化を防ぎ、公開に備えよ。」とある。この記事には、気になることがあった。

 記事中の「情報公開法の仕組みは自伝を書くために資料を残す作業」の比喩があった。だが、情報公開法では、後世に残すべき資料を「選び出す」ことについて規定していない。それどころか、公文書館などで特別な保存を行うもの以外の非現用文書は「廃棄しなければならない」ことを定めているのが、情報公開制度である。その意味で情報公開制度は非現用文書の廃棄推進制度ということも出来るだろう。
公文書館制度

 言うまでもないが、非現用公文書廃棄推進制度を補完し「自伝を書くために資料を残す作業と似た仕組み」をもつのは公文書館法、国立公文書館法である。公文書館法には、国及び地方公共団体は歴史資料として重要な、非現用の公文書等を保存し利用に供する責務があることが明示され、これを根拠に仕事に使わなくなった＝非現用の公文書等＝資料のうち、「歴史資料として重要」なものが公文書館で保存される。
国立公文書館法の適用範囲

日本の国立公文書館制度では、国の機関の「歴史資料として重要な公文書等は、内閣総理大臣と協議して設ける「定め」に基づいて」国立公文書館への移管の手続きが行われる。他方、現用段階の公文書や資料といった行政機関が保有する記録類は、情報公開法の適用対象になる。情報公開法の適用対象となるためには記録されている事、組織共用の資料であること等の条件がある。現用記録は、業務遂行に必要で作成されるので、「自伝を書く」という意図では作成されない。

非現用公文書の保存と国立公文書館法

1993年、裁判所が保管していた古い民事判決原本の処分問題である。最高裁が永久保存としていた明治期から昭和前期までの大量の判決原本を処分対象としたため、これを知った全国の大学教授らが近隣の裁判所から民事判決原本を引き取った。が、程なくその分量の多さから各大学では取り扱いに苦慮しはじめ、結局国立公文書館つくば分館にこれらを受入れてもらうよう、国立公文書館法が成立したのは一九九九年六月のことであった。

 そんな先行事例を知ってか知らずか、武田教授は「昨年一年間で、…六千箱という…資料を預かり」「仲間の研究者や大学院生などに協力を求め、研究費をやりくりして少しずつ整理していますが、とても続かない。長期保管の場所もない。…でも…続けざるを得ない」と語る。「預かった」六千箱の資料に関し「提案していることは、簡単なことです。資料をすべて専門家で作る第三者組織に預け、そこで保存のための取捨選択をし、劣化対策をし、将来公開する準備をする。そういう仕組みを作りたい」。が、国立公文書館法に従えば国の機関の記録は国立公文書館が移管を受ける。現行制度を無視してまでの提案の意味は何なのか。
公文書保存制度は不備なのか

「占領期の日本の歴史が次々と公開されるアメリカ側の記録で明らかになっていく。その反証も確認も、日本側の資料では出来ない。日本は今そんな国です。」アメリカではアメリカ自身の現行制度に基づく記録の移管と公開が行われている。日本も現行制度に基づき記録の移管と公開をルール通り実施すればよい。むしろ、現行制度のわずかなすきをかいくぐって｢研究資料として預かった｣ことを｢資料の救済｣とすることが制度の｢誤解｣であることを、ここでは強調するものである。財務省当局者や資料を｢預かった｣研究者らは、現行の公文書保存制度を正当に適用することを、なぜか恐れているのではないだろうか。また、報道関係者は財務省当局者や研究者の主張を現行制度との照合や検証なしにウノミにしてはいないだろうか。

 歴史資料として重要と当局者が判断する非現用公文書は、きちんと国立公文書館に移管する、それが公務員のとるべき道であろう。
公文書館制度の理念の確認を

８月５日付日経新聞は「欧米諸国が公文書の管理・保存に…力を入れているのは、それが「民主主義を支えるインフラの整備」にほかならないと知っているからだろう。」とあった。確かに欧米に比べると日本は保存に関心が薄い。情報公開制度との関わりも含め、何のための公文書館か、その設立以来の経緯や公文書館法の理念などをもう一度確認してみる必要があるだろう。

No.40 　 20010915

アーキビストの海外動向統合にむかうアーカイブとレコード・マネジメント
ＩＣＡ／ＳＰＡ規約改正にみるイノベーション
昨年９月からＩＣＡ／ＳＰＡ（国際文書館評議会専門家団体部会）運営委員になった。委員会は年に２度開催される。ＳＰＡの最近の主な業績としては、なんと言ってもアーキビストの倫理綱領だろう。世界中のプロのアーキビストのあるべき姿を明文化した功績は大きい。

さて、二十一世紀にはいってからのSPAは、これまでのアーカイブの枠組みについて見直しに着手した。その手始めに、SPA規約の名称そのものについてこれまでの「アーカイブ専門家団体部会」から「レコード・マネジメントおよびアーカイブ専門家団体部会」へと見直しが行われ、一〇月レイキャビクで開催されたＳＰＡ代表者会でこれが承認された。もっとも国によって、あるいは言語によってはレコード・マネジメントとアーカイブになんら違いはない(スペイン、フランス、ポーランド)とするケースもあるので、この変更が実際的に大きな意味を持つ場合とそうでない場合があることも確かだ。日本は、大きな意味を持つ場合に属するだろう。というのは、筆者管見によれば、レコード・マネジメント関連では国内に記録管理学会をはじめARMAインターナショナル東京支部、日本診療録管理学会など各種の文書管理関連学協会が存在している。その一方で全史料協、企業史料協議会、全国大学史資料協議会など、アーカイブ関連協会の活動が相当活発に行われている。いずれも文書や記録の保存管理にかかわる団体だが、相互交流以前に相互の存在認識や類縁団体としての認知さえもこれから、といった状況のようだ。それぞれの団体個別には外国情報を取り込む意気込みは大きいようだが、世界レベルでレコードマネジメントとアーカイブが合併に近づきつつある現実を、まずは各団体がきちんと把握し、国内的な交流を活性化するべきときが、いきなり来てしまったように思う。

それぞれの団体が固有の分野での活動をしていることは言うまでもないが、その個別化以上に情報共有化と協力体制の整備が必要になっている。とりわけすさまじい勢いで進展する電子政府政策に起因する電子記録の管理と保存問題は、世界共通で焦眉の急の問題となっている。

日本でもこのことを、きちんと把握してすぐにも手立てを講じなければならない時期に来ている。記録のライフサイクルは机上論ではない。文書業務の中の大問題である。

No.41  　20011115
＜巻末随想･ゲリラとテロリストのアーカイブ＞ 

●１９９５年秋のＩＣＡ円卓会議はワシントンＤＣで開催された。前年完成したばかりの米国国立公文書館カレッジパーク新館のお披露目もかねた開催だったから、カレッジパーク新館会議室が円卓会議会場でもあった。ガラスをふんだんに使って透明度の高い雰囲気を見せる建物は、情報公開世界の象徴のようでもあり、明るく開放的な印象は今なお記憶に新しい。

●そのワシントンＤＣ郊外にある国防総省、通称ペンタゴンとニューヨーク・マンハッタンの世界貿易センタービルが九月一一日、ハイジャックされた民間機が突っ込んでそれぞれ炎上、多くの犠牲者と想像を絶する被害が出た。しかも、日本の夜一〇時のニュースが始まったばかりという時間帯に、リアルタイムで飛行機がビルに体当たりする様子が中継放映されてしまった。第一印象は「恐ろしい」の一言に尽きた。

●まもなくＮＹではビル二棟が崩れ落ちる映像が映し出された。あまりのことに、それが何を意味するのか、考えることもできなかった。だが、オフィスビルというものが多分書類とコンピュータの集積場所で、そこから莫大な分量の記録が失われただろうことは推測できた。

●翌日になると、ニュースの中でＦＢＩは瓦礫をチェックして重要書類、ハイテク機器などを「分別」処理していることが報じられた。そうこうするうちにハイジャッカーのパスポートが瓦礫の中から発見されたとも報じられ、莫大な分量の瓦礫を本当にチェックしているということを実感されられた。

●NYの情報はかなり克明に報じられていたが、その一方でワシントンのペンタゴンの被害状況の報道はとても少ないという印象を持った。国防総省といえば、いくら民主主義と情報公開の国アメリカでも、そこは現用の軍事機密の集中保管庫同然、ある意味でそれはやむをえないにしても、そのことを把握していないとDCとNYの情報量の違いは説明がつかない。

●冒頭にも述べた一九九五年ワシントンＤＣのICA円卓会議では、ケニア国立公文書館副館長ムワンギ氏が、忘れがたい発表を行った。アフリカ大陸の事情を踏まえ、テロリストやゲリラも一夜明ければ政権担当団体になることがある、そんな状況を考えれば彼らもまたその記録を確実に保管できる方法を持つべきだ、という立場から、国連のような場所に「世界アーカイブ」を設けて、非合法組織の記録を将来に向けて保存できる仕組みを提案し、多くの参加者から絶賛を博した。

●だが、ム氏の提案は武力衝突の当事者間に及ぼす現実的影響を考えたとき、その理想とははるかにかけ離れた危険が見えてくる。もしあのNYやDCのハイジャッカーたちがその計画に関する記録を作成していて、それを国連世界アーカイブに託していたら、その記録が事件直後の世界状況のもとで「歴史記録」扱いされ得るだろうか。むしろ早速に犯人探しの証拠書類として「活用」されはすまいか。

●10月上旬レイキャビクで開催されたICA円卓会議のテーマは社会の記憶の評価、普通の人の記録を21世紀の今、どう取り扱うかが論じられた。公的な記録は権力者との密接な関係においてのみ作成される。そうでない社会をどう記録し保存し未来に継承するか、これは今日のアーキビストの新たな視点となるだろう。

●記録を、時間を超えて残し伝えるには、さまざまな障害がある。とりわけ負の記録の保存は難しい。アーキビストとして今、改めて平和の重要性を認識しよう。そして、平和を維持することへの努力も、専門的な立場からぜひとも必要な仕事だと感じる
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現代を未来にどう伝えるか　2002年を迎えて

移動する「現代」

「今日の記録は明日の史料」とは、1986年に来日したマイケル･ローパー氏が日本に残した名言である。その意味は余りに明快で、改めて考えることは少ない。だが、年頭に当たりあえて考えたい。

今日という日は昨日に戻ることはできないが、明日が来ると今日は昨日になっていく。現代はそんな毎日の積み重ねのうちにいつの間にか過去になっていく。現代の記録は次々に過去の記録に変化していく。それは人為的に変化するのではなく、時の経過という物理的四次元的経過による変化であって、誰にもそれをとめることはできない。人にこの四次元的経過を左右する能力はない。人に与えられている能力とは、四次元的時間経過の中に存在を送り込み、またすでに存在するものをある時点で破壊する、存在しなくさせることによりその経過から脱落させることに限定される。とりわけ存在をなくすという一見乱暴な方法とも思われるこの破壊能力があるからこそ、我々の日常は不用品や不要情報に惑わされることなく、必要情報と必要品の便宜を享受することができる。だが、我々はめったにこの事実に気づくことはない。むしろ、意図的な破壊が行われる場合の「破壊力」に対する負の側面に耳目を奪われがちでさえある。

市町村合併・情報公開・電子政府

2001年11月、長野市で開催された第27回全史料協全国大会では、平成17年を目標とした大型市町村合併、平成13年4月に施行された情報公開法、それに平成15年目標の電子自治体構想は、いずれも記録保存に不安要素をもたらす３大障壁として論議された。昭和の市町村合併では記録保存への視点が不十分であった。その反省が今日の文書保存につながったといってもよいだろう。情報公開制度は情報作成側の「自主規制」が記録作成とその後の取扱いに影響をなげかけているようだ。電子政府･電子自治体構想は、そもそも保存についての視点を欠いた技術に記録を大きく依存している。いずれも、制度上何一つ間違ったことを行っているわけではないのに、記録の保存にあたかも消極的であるかのような状況を出現させている。記録の保存を考えるとき、これら制度そのものに対して大きな不安を抱くのはそのためである。

未来に残る現代の「記録」

市町村合併、情報公開、電子政府電子自治体いずれも、我々にとっての現代そのものである。こうした制度の中で記録が残らないとすれば、我々の現代文化・現代社会・現代行政はいずれも記録を残さない方向であったことが後世になって「記録がない」ことによって証明されるだろう。結果、伝わることは「記録に頼らぬ文化･社会･行政」の存在である。それを私たちは本当に望んでいるのだろうか。　
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〈巻末随想･わかるコトバはつたわりやすい〉 

●11月上旬に開催された第27回全史料協大会に参加した。今年は長野県立歴史館がホストとなり、専門家集団の大会らしい、現場からの実務経験に根ざした意見交換が行われたところに、特徴があったと思う。

●とりわけ、大会2日目の全体会は印象深かった。ひとつは、熊本県本渡市の公文書館設置に向けての取り組みを、安田公寛市長自ら同市教育委員会の平田豊弘学芸員とともに壇上に立って発表されたことだ。首長の理解と熱意は、担当職員の熱意と努力に支えられて結実することがわかったし、また首長の理解や熱意は役所内外のさまざまな意見や考え方によって培われることも明らかになった。

●だが、もうひとつ本渡の発表者に共通する特色があった。それは、発表される言葉がそのまま素直に理解できるものだけで構成されていたことである。普通のコトバ、つまり「専門用語抜き」で語られる発表を聞くのは、わかりやすく、納得もしやすい。語られた内容がいつの間にか聞き手の記憶に刻み込まれていく。

●10月アイスランドのレイキャビクで開催されたICA円卓会議では、フィンデボカド前アイスランド大統領がその講演で「言葉というものは、見事なほどわかりやすくあって初めて人に伝えることができる。それが基盤となって記録が作られ保存され、継承されたときに価値が出る」と述べたことが思い出される。実は、前大統領はこの前ふりで「ＩＣＡにはいろいろな専門用語があるようだが、私には何のことだかさっぱりわかりません。難しい世界なのでしょうね。」とも言っていた。

●わかりやすい言葉で表現すると、その表現された内容は伝わりやすい。その逆であれば、表現された内容は非常に理解されにくくなる。フィンデボカド氏は、ICAの持つ、いわば『仲間内』意識のような体質を、会議用の掲示から見抜いたのであろう。はっとさせられる指摘であった。

●ＩＣＡ円卓会議でも、長野全史料協大会でも、今年は「わかりやすいことば」がキーワードであった。仲間うちのもたれあい的な理解になじむうち、その外にいる多くの人々から本来得るべき理解を得そびれるような「難しいことば」を使っているのではないだろうか。

●長野全史料協大会は松本市文書館と長野県立歴史館の二箇所に分散しての見学会でしめくくられた。松本市文書館で行われた意見交換会では、「廃棄文書」の用語が話題となった。これまでは文書規定に定められた保存期間を満了した文書を「廃棄文書」と称していたことについての問題が指摘されたのである。

●保存期間を満了した文書は「保存期間満了文書」と呼び、そのうち歴史資料価値を認めず廃棄することが決定したものは「廃棄決定文書」と呼ぶべきであるというのが筆者の持論だ。保存期間を満了しただけで廃棄の可能性があるからといって簡単に「廃棄文書」と呼ばれては、そのことだけで将来に遺すための保存の可能性が消えてしまうではないか。

●日ごろ何気なく口にしているさまざまな「専門用語」は、仲間うち意識の確認には確かに役立つが、それは逆に外部の人を排除することにもつながる。アーカイブが広く一般に理解され浸透するためには、日ごろ何気なく口にしているさまざまな言葉を、一般に理解されるものであるかどうかという観点から改めて見直す努力も必要であろう。

●今年は誰にでもわかる言葉でアーカイブを語れるようになりたい。　（ち）
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〈巻末随想･図書館のねこ、名はモクロク〉
●今年は誰にでもわかる言葉でアーカイブを語れるようになりたい、が前回のこの欄結びだった。

●ところで、米国のアーキビスト向けメーリングリストの中に、図書館のねこ（Library　Cat）のビデオができた、というお知らせが紛れ込んできた。HPアドレスもある。ねこの会会員としては見逃せないのでちょっとだけリサーチ。

●早速飛び出してきたのが、なんともかわいらしい子猫が昔ながらのカード目録の引き出しの上にいるという写真。その愛らしさはねこ好きにはたまらない。

http://www.ironfrog.com
●しかし、調子に乗ってこの図書館のねこ関連サイトを見ているうちに、ライブラリ・キャットと名乗りながら、ねこがまったく登場しない検索サイトに行き着いてしまった。何でかな。つまらないので今度は『ねこが図書館に住み着く理由二十一か条』というサイトをのぞいてみた。そうしたら、「地下にCATacombe＜カタコンブ＞があるかもしれない」「利用者を背中をなでさせて良い人とそうでない人にCATegorize＜ブンルイ＞する」「CATalogue＜モクロク＞の上で昼寝する心地よさ…」などというねこならではの言い訳が書き連ねてある。

●そのときふと、モクロクもブンルイもカタコンブもみんなCATが大文字で書いてあることに気づいた。あれ、これってキャット??ということは、先の検索サイトの『ねこ』も、実はモクロク、とでも読むべきだったのかな。

●そのとたん、米国大統領選挙のスーパーチューズデーが『特別選挙＜選ぶ＝choose>の火曜<Tuesday>日』というダジャレらしいこともついでに思い出した。これって、ダジャレの要素がすごく強い。

●日本語で暮らしている私たちにはねこといえば英語でCAT、までは思いつくことができる。けれども、カテゴリー＜ブンルイ＞のCATとか図書館カタログ（モクロク）のCATとねこを結び付けて考えるほど英語に手馴れてはいない。こうしたすぐに思いつく共通点があるか否かは、ダジャレが成立するかしないかの『明暗』を分けてしまうほど重要な場合もある。

●私たちには図書館のねこが目録とダジャレ的なつながりを持つという理解にいたるのはとても大変だ。井伏鱒二訳の『ドリトル先生』シリーズには、その手の難しい『翻訳』が思い出すだけでもいくつかある。もっとも印象深いのは、郵便局の切手の話で、なめると糊に含ませた薬草の成分が口に入るので、廉価に薬を人々に頒布できる、これで病気を『切手』しまえ」というくだりがあったことだ。翻訳ではダジャレを訳出するのはきわめて難しいが、井伏はこの難題を見事に解決している。その意味では名訳というべきであろう。

●それにしても、図書館のモクロク＝ねこ、日本ではこんなダジャレはない。昔、ある大学図書館の地下書庫で出くわしたことのあるあのねこ、果たしてどのように扱われていたのかニャー。因みに、K・みやかわ『としょかんのねこ』（新世研、２００１．９）という絵本には、モクロクもダジャレも出てこない。きまじめで本好きのねこは、文中でフレンドと呼ばれている。　（ち）
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〈巻末随想･保存の本質とデジタル情報〉
●文書の保存、記録の保存、情報の保存、文書館では「ホゾン」こそがキーワードであり、どんな場面にも保存の話はついてまわる。だから改めて考えるまでもないような気持ちになりやすい。

●2月の末に埼玉県立文書館の収蔵企画展示を見た。埼玉県政130年の歩みを伝える道具としての文書という切り口で見直した企画は非常に興味深いものだった。伝える道具としての文書は、常に現時点的に用いられるものとして考えられていたらしく、それをしばらく取っておくためには、手書きの時代には別に手書きで書き写して、写しを手元の記録として保存した。●しかし印刷技術の普及につれ、印刷したものが大量に作成され、控えも大量に印刷された資料の一部をつづりこみさえすれば、それでわざわざ手書きで写し取ることなく控えが簡単に形成されることがわかってきた模様であった。問題はそうした技術が出現してもなお、保存の概念と方法論がさほどまじめに取り上げられることもなくその後の電子記録時代を迎えてしまっている日本の現状にある。

●保存するべき対象についても、もう一度考えてみたい。例えばデジタルアーカイブ推進協議会という団体があるが、ここではデジタル化＝保存とされている。デジタル化すべき対象資料原本のイノチをどうするかではなく、原本が包含する情報をデジタルにのせることで、広く普及を図り、それをもって保存と考えている、と理解する。

●ここでハタ、と考え込みたくなるのが、デジタルがオリジナルである資料だ。原本がデジタルである場合は、デジタル情報そのものを未来に引き継ぐという仕事こそが「保存」となる。それは、デジタル情報を100年とか300年とか言うスケールで保持し続けることを意味する。紙に書かれた文書やキャンバスに描かれた絵画と同じように、デジタル情報、あの見えないものを私たちはどのようにして維持していけばよいのだろう。

●デジタル化時代を迎え、あらゆる情報はデジタル情報として作成が可能になってきている。しかもその即時的な送受信はいともたやすくできる。つまり、いながらにしてほとんどすべての情報流通が可能になっているのである。その中で、デジタル情報そのものが「時間」という次元をどのように乗り越えるのか、これが今や大きな課題として浮き彫りにされてきた。この問題は「保存」の本質を掘り下げることを我々に迫る。保存こそは、21世紀の大きな課題であろう。（ち）
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〈巻末随想･記録保存と現代〉
●毎年五月と六月は、学習院大学総合基礎講座｢記録保存と現代｣の授業を担当している。受講するのは一年生が多いが、学部・学年はさまざま、人数は例年数十名。

●この授業は大学におけるアーカイブ基礎教育としては先駆的存在であろう。授業は年間を通して開講されるが、講師はテーマごとに一〇名近くが交代で登場する。受講生は、多くの講師の話を聞けて、きっと面白いだろうと思う。

●講師は担当する時間数とテーマのなかで、主として大学一年生に｢記録保存と現代｣に向けた自らのメッセージを伝える。専門課程の学生・院生を対象とするのではない。まして、アーカイブで働く社会人ではない。ほんの数ヶ月前までは高校生だった大学一年生たちは、「書類?」「文書??」｢記録???｣と感性みずみずしい。

●授業の内容が学生にどう伝わっているのかを知りたくて、毎回感想を提出してもらう。といっても長いものでは授業時間に食い込むから、出席カード(名刺の半分くらい)のウラを利用する。

●最もうれしいコメントは、｢ｘｘがわからなかった｣と、こちらの説明不足を指摘するものだ。これぞ、みずみずしい感性!「先生は、このカードをいつまで保存するのですか」、キビシーィではありませんか。

●学生諸君は、「出席をとる先生」と思っているだろうが、こちらはその裏側の感想文こそが目的なのである。それと、授業の最後に、100字足らずの感想を書く、それで学生諸君もその授業の｢まとめ｣になるから一石二鳥。③出席も把握でき、④学生には出席促進効果もあるから一石四鳥かも??

●ソモソモ、大学の勉強の本来とは、自分の好き嫌い、わかる・わからないをすばやく見つけ、それに適切に対処する能力を養うこと、これが筆者の持論。だから｢わからない｣のコメントは大歓迎。こちらの｢古い｣感性に刺激を与える。

●若い人と交流すると、その若さから来るエネルギーにふれ、年長者はそこから自分を活性化するところがある、と九〇歳の現役医師日野原重明氏は語る(五月三〇日朝のＮＨＫＴＶ)。そのとおりだ。いつの間にかあたりまえになっていることの意味を見直すのは若さの力。

●アーカイブの世界は息の長い仕事だ。三〇年はあたりまえ、五〇年百年を単位として、記録を作り遺し未来の人々に伝えることが使命である。若い人たちにこの世界のことを広くきちんと理解してもらうことで、現代を記録の形で未来に引き継げるようにしたいと思う。（ち）
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〈巻末随想･記録管理院構想〉
●記録管理院を考えたのはいつごろのことだろうか。1996年、当時月刊IMの連載「文書館を知ろう」の結びにこの構想を発表したのだから、その前であることは間違いない。

●当時、情報公開制度も国レベルでは未整備、文書管理と情報公開、公文書館制度の関係が、今ひとつ明確ではなかった。ただ、米国ＮＡＲＡ国立公文書記録管理庁のような役所を日本にも、という思いはあった。

●6月に、自民党本部での講演の機会があったので、この構想を発表した。その後、この名称はそのまま自民党デジタルアーカイブ小委員会中間報告素案に盛り込まれた。どのような変身を遂げるのか、実現可能性はどの程度か、皆目見当もつかない。が、実際原子力保安院の名称もある。この記録管理院構想が政治の「プロ」の俎上に乗ったことで、筆者にはすでに驚きと喜びの入り混じった思いに駆られた。

●7月には、宮崎県文書センターの開館セレモニーに参列した。公文書館設置提案の調査報告書を提出したのは数年前、昨年は建物の改修工事を見学させていただいたが、遂に開館となるとなんとも嬉しい。子供が成人式を迎えたような気持ちだ。

●人間としての子育ては、いまどきせいぜい一人、二人できれば平均以上だ。だが、アーカイブについて考えてみると、若干でも設立にかかわらせて頂いたアーカイブは、その平均値よりは多そうだ。アーカイブ育ては子沢山でありたいと思う。

●中でも、一番大きく立派に育って欲しいアーカイブのわが子は、やっぱり記録管理院チャンの構想。かわいい子には旅をさせ、この子はプロの方の手で、是非大きく立派に育てていただきたい。切にそう願っている。（ち）
No.46  　20020915

〈アーキビストのイベント報告〉四日市公害資料保存シンポジウム
◆七月二一日、四日市市総合会館視聴覚室を会場に、四日市公害資料保存シンポジウムが開催された。
◆二〇〇〇年十二月、省庁再編を目前にして、旧環境庁の公害関係公文書を確実に保存することを求め、通称あおぞら財団が中心となり環境庁、国立公文書館に陳情書を提出する動きがあった。その後二〇〇一年に入り、省庁再編、情報公開制度の施行、国立公文書館ではそれまでの三〇年原則を事実上廃して新しい移管システムを構築した二〇〇一年三月三〇日付閣議決定など、国の記録保存をめぐる動きは激しい。その中で今日までの変化と現実をとらえなおそうとするシンポジウムであった。

◆環境省からは文書担当である官房総務課の出席もあり、公害問題に関心を持つ100人以上が一同に会した。予想をはるかに超える参加者数に、主催者側は急遽会場を変更し、配布資料を追加印刷した。この問題に対する一般的な関心の高さがのあらわれである。

◆一般に、公害にかかわる資料の多くが個人の努力による蓄積であり、報告書や新聞、雑誌の切抜き記事などであることも明らかになった。各人が自分の考えに基づいて保存した情報源が、結局は「資料」として残され、アーカイブとなっていく。個人の役割は非常に大きい。

◆会場・四日市市･総合会館視聴覚室　（ち）
No.46  　20020915

〈巻末随想･体験！電子記録の消滅〉
●このところ、ワードからエクセルに乗り換えて仕事を進めようと、エクセル特訓をしていた。それなりに使えてきて、グラフをつくろうとか、足し算を自動的にやってもらおうとか、結構便利なところも見えてきた。

●しかし、いろんなことを頼みすぎたのか、機械の方の動きが悪くなってきた。そこで、それまでのデスクトップの記録を雑記帳CDに記録しなおし、機械そのものの空き容量を増やそうと考えた。

●大きなファイルをCDにコピーして、残りは機械容量を増やすつもりで削除した。それからおもむろに、CDを開いてみた。確認のためだ。そうしたら、なにもない…。

●ＣＤにためておいた雑記も、大きなファイルも見事に消えてなくなっていた。さっきデスクトップのファイルは削除してしまっているから、要するに、私は記憶喪失となってしまった。なんということだろう。

●まずパニック、その次はショックだった。どうしよう。そこらじゅうのほかのファイルを探し回り、かなりのデータを拾い集めはしたものの、肝心のこの数ヶ月間の苦労の結晶は、ナイ。どうにもならない。
●電子記録は危ないですよ、なんてひとごとみたいに言っていたけど、その危なさというのは、これほどに身近かつ突然原因不明にやってくるものなのだと知った。理不尽、だと思う。そのうち、まァ、火事にあったとでも思ってあきらめようか、という気分になった。われながら、その立ち直りの早さにあきれたが、消えたものは戻らない。

●ケセラセラ、電子記録はなるようになる…で本当に将来大丈夫だろうか。記録の暗黒時代が口をあけていないことを信じたい。（ち）
No.47 　 20021115
随想・湘南海岸にて「アーカイブ」が世界のトレンド

ブンショカン、モンジョカン、公文書館の日本語表現とともに、「アーカイブ」、「アーカイブズ」、「アーカイブス」、この三種類の表現もまた今日本の中で混在している。デジタルアーカイブは、「アーカイブ」の代表だろう。「アーカイブズ」とは、主として公文書館関係者の中で用いられる表現。そして、「アーカイブス」、これはＮＨＫアーカイブスに代表される、というかＮＨＫ造語とも言われるものだ。それぞれの立場でそれぞれの言い分あって使われているカタカナ語ではあるけれども、どれほどに違いがあるものか、あまり判然としない。
11月、フランス･マルセイユで開催された第三六回ＩＣＡ円卓会議でも、なぜか「アーカイブ」、「アーカイブズ」が話題になったそうだ。興味深いことに、ここでも「アーカイブズ」から「アーカイブ」への流れが見えたという報告が聞かれた。結局、コンピュータ用語としてのアーカイブが伝統的なアーカイブズを乗り越えて一般用語として定着していくという方向性がここから見えてきたように思う。そのこと自体、時代の流れだ。アーカイブズであれアーカイブであれ、記録を長期間保存することを考えるきっかけとなる言葉が一般的な用語になっていくということは、いいことだと思う。

　実は筆者は「アーカイブ」を提唱してもう足掛け三年になる。そうしようと考えた理由のひとつは、一九八〇年代に英国の図書館人と話をしていたときの忘れられない一言だ。アーカイブズ、と正確に発音して話を進めていったところ、「それはアメリカンだ。われわれはアーカイブという」といわれた、その一言である。つまり、当時からすでに英国ではアーカイブ、だったのである。
　その一言にこだわりを感じて、その後欧州各国語の類語を見ていったところ、フランス語のarchivesはアルシーブと発音する。複数形でもその発音は同じだ。スペイン語はarchivo, ポルトガル語arquivo,イタリア語archivio,ドイツ語archiv,オランダ語archiefなどなどあるが、スかズかなどと英語のように複数形の発音にこだわっていない。むしろ、archiv<アルキーヴ、アルチーボ＞など冒頭の三音節ア・ル・チが聞こえれば、それをかぎとして人々はアーカイブを連想するらしい。だから、アーカイブスでもアーカイブズでも、アーカイブでも、よほど英語に詳しくしかもアーカイブズの専門的知識のある人以外は、さほど大きな意味の違いを与えない、そんな印象を持ってきた。そのことが、今回のICA円卓会議で話題となり、しかもわが持論が論証されたというのだから、なんだかうれしくなった。

これからはますます自信を持って「アーカイブ」ということにしたい。そして適切な日本語を見つけなければならない。一目瞭然の良い日本語をつくる、これが残された課題だ。
No.48 　 20030115

〈巻末随想･お医者さんとコンピュータ〉
●9月10月は病院に足しげく通う日々が続いた。病院といえば、記録の管理が非常に重要であり、しかも徹底的に裏方の役割を与えられている。

●最近は、電子カルテシステムが普及し、医師はみな患者の顔を見るやコンピュータ画面に向かってしまう。検査、投薬、診察の予約など、コンピュータに任せて安心の情報とスケジュール管理が行われている。

●と思ったら、そのコンピュータ操作があまり得手でない医師もいるようだ。「あれ、すみません。もう一度やりますから、ちょっと待って下さい」などと、画面とマウスに振り回されるお医者さん。

●他方、レントゲンとかＣＴなどの画像情報までも電子カルテに取り込んで、かっこよく情報管理をこなしているお医者さんもいた。こちらはコンピュータなんかお茶の子さいさい,といった様子。他の医師との連絡も、当然メールでてきぱきとこなし、患者からの質問もメールで受け付けてしまうなどという親切丁寧な対応に、敬服することもしばしばだった。

●というわけで、お医者さんたちがコンピュータを使っている様子をつまびらかにしたのだが、そこで気になったことがある。それは、診察中には患者も一緒にコンピュータ画面を見ることが出来ること。なぜかというと、画面には受診中の患者だけでなく、他の患者さんの情報も簡単に表示されてしまうのである。

●診察する医師は、すべての患者の情報をコンピュータで管理するのだから、当然ながらすべての患者情報を見る必要がある。が、診察を受ける患者個人からすれば、自分の情報が見えるのはありがたいけれども、他人の情報もついでに「見えてしまう」のである。これ、医療という個人情報、プライバシーの問題に大きくかかわるではないか。文書館が扱う資料なら、医療記録は個人情報だから、100年くらいは公開しない、という議論がある。なのに、現用情報を扱う診察室のコンピュータ画面には、多くの患者の「現用」医療情報が表示されている。

●電子記録が消えちゃうから危ない、という話は前号本欄の個人的な経験からも明らかではある。しかし、「見えちゃう」という話は、実際に診察室でコンピュータ画面を医師と一緒に覗き込んで見て初めてわかったことだ。診察室のデスクに置かれたコンピュータの画面は鮮明で大きくて、とてもよく見えた。字も大きく表示されていた。その気になれば他人の情報だって、簡単に覗き込んで見ることが出来る。プライバシーは守られるのだろうか。

●医療情報という個人情報が、病院などの現場ではどれくらいきちんと管理されているのだろうか。紙の場合と異なり、クリックひとつで多くの患者の個人情報が簡単に見えてしまうというコンピュータシステムは、医療現場に今度はコンピュータ操作とプライバシー保護という新たな課題を与えた。いまどきのお医者さんは大変だ。

No.48 　 20030115

〈巻末随想・コトバをめぐって〉
●当代第一級のロシア語通訳、米原万里のエッセイ『不実な美女か貞淑な醜女か』を読んだ。面白くて、電車の中で声を出して笑ってしまうことたびたび。

●通訳の発する言葉に翻弄される当事者たちの厳しいやり取り。通訳者の言葉に救われる会議。通訳を介さずとも自分の言葉で語りたい人々。

●中でも「ワン、プリーズ」と自分で語った人の話は感激ひとしお。これ、どういう意味ですか、と通訳は発言者に日本語で問う。発言者は得意満面「ひとつ、よろしく、ということさ」と解説する。読者は、一瞬のけぞりかけて、笑う。わらい転げる。どこといって非の打ち所のない完全な逐語訳じゃないか。で、単語単語は理解されても、決してその意味合いは理解されそうもない、そのすごさ。

●最近、日本規格協会という団体の仕事にかかわり、アーカイブというカタカナ語の手短な説明という無理難題の宿題をおおせつかった。アーカイブ、ねぇ。私自身が「アーカイブ」と主張しているのは、これは巷のオバサンの話だから世の中にさしたる影響力もあるまい。でも、日本規格協会って、JIS規格の本家本元だ。それが、規格として掲げる文書の中にアーカイブというカタカナ語とその説明もするという。

●規格協会では、shouldは望ましいとする、だとかdocumentは文書、だとか表記法や用語の作法なども含めて「規格」を定めている団体であることが、仕事にかかわる中で少しずつわかってきた。その中の英語を日本語に置き換える作業で登場したアーカイブという言葉、これが日本語のカタカナ語になるというのである。

●そんなところで思い悩んでいたところに、夫が古い建築学会の雑誌を切り取って持ってきた。これが題して「空飛ぶアーカイブ」!!アーカイブもとうとう空を飛び始めたのである。驚愕！

●2月17日だっただろうか、NHKの番組「クローズアップ現代」で、最近増えているカタカナ語をとりあげていた。九二歳の男性が自治体が配布する広報紙のカタカナ語がわからないので、それを書き抜いてリストにした、という画面では、アーカイブもちゃんと登場していた。アーカイブオタクとしては、そのことでもううれしくなってしまう。が、カタカナ語の問題はそんなことではすまない。

●その番組では、井上ひさしが今私たちが何気なく口にする権利（英語right）自由（freedom）のような言葉が明治のころに造語されたこと、その後時間をかけてその意味が付与されてきたことを、解説していた。そういえば、明治初年の東京大学学則の中に「服装は勝手次第のこと」という表現を見出し、なぜ「服装自由」といわないのかと不思議に感じたことを思い出した。

●結局アーカイブに戻るのだが、アーカイブはどんな日本語が似つかわしいのだろうか。古文書、記録史料、保存記録、保存文書、公文書、これまでいろいろ出てきているが、いずれも定着しない。これまで出されたのはいずれも四文字熟語だが、自由や権利のごとき二文字造語ができてこそ、やがてそこに意味が付与されていくのかもしれない。コトバは本当に難しい。（ち）
No.49  20030320
〈巻末随想・アリオーソ〉
●昔からの友人にバッハのアリオーソという曲のピアノ伴奏譜面を手渡され、「一緒にやりましょう」と誘われたのは昨年の晩秋。そのときとりあえず「やって」みたもののそれっきりで越年。

●ようやく楽器を調律して、譜面を探したら、見つからない。探しても、探しても、みつからない。仕方がないから友人にもういちど送ってもらうことにした。

●それからまた数週間たって、譜面は送られてきた。友人の手書きの送り状がうれしい。そしてそこには、この譜面を送るに至るまでの道のりが記されていた。

●①譜面を準備した。②送り先を探した。③コンピュータの中にあることがわかった。④コンピュータを開けようとしたら、コンピュータがフリーズ。⑤コンピュータのフリーズを直す。⑥送り先がわかったので封筒を準備した。⑦準備していた譜面が行方不明になった。⑧譜面を探して見つけた。●その文面を見て、しみじみ思う。手紙をもらう。返事を書いて送る。そんなことが気軽にできて楽しみだった子供のころに、先の①から⑧までの動作を意識したことはあっただろうか。いや、その譜面と手紙が私の手元に届くまでにはなお⑨譜面を封筒に入れて、⑩送り状を書いて、⑪封をして⑫切手を貼って⑬投函する、という動作が必要だったはずだ。全部で十三段階もの動作とは…。

●そういえば近頃何をするにも、一つ一つの動作を意識している。コンピュータはスイッチを入れて、立ち上がりを待って、ファイルを探して、開いて、それからようやく自分の作業が始まる。電話をかけるときは、時には電話を探して（携帯電話は小さくて隠れてしまうので、努めてクビから下げているのだが）、電話番号を確認して発信、相手方の在不在を確かめて、相手方の本人につないでもらい、本人が出てきたら今度はその人に今話をしてもよいか確かめた上で、相手のOKを聞いてようやく本題に入ることができる。こんな手順を踏んでいるという意識も、最近になって確認したことだ。

●電話をかけるというような、日常的な動作でも、そのちょっとしたことがそこに至るまでには、ずいぶんいろいろな段階を踏んできている。だから、一つ一つのちょっとしたことを、それぞれ大事にしなければいけないのだろうと思う。

●そんなことを考えながら、友人から届いた譜面を開き、練習を開始した。といったって、何十年ぶりの「ピアノのお稽古」だ。譜面を追いながら、音を確かめていく作業は、あせっても決して早く進むことはない。音符という記号を音に翻訳していくという作業だ。

●譜面には複雑で構造的な音の組み合わせが記されている。ピアノの譜面の特色である。伴奏用だから、通奏低音と、その土台の上に構築される和音が次々と展開される。展開される和音につれて、表現される世界の色合いが変化する。それは気持ちがいい。といっても気持ちいいのは本人だけで、その「お稽古」が耳に入ってくる周囲の人々には何のことだかわからないかもしれないほど、たどたどしい音の運びだ。譜面にはアダージョ、ゆっくりと、という速度指定が記されていた。

〈旅のメモワール・らいとくん〉
◇シカゴからの帰り隣の席にそれは可愛い男の子。(^-^)◇いくつ？◆五歳。◇(^_-)-☆◆キンダーに行ってた。◇(*^-^*)◆みんなより走るのが遅くておいてかれちゃう。◇(?_?)◆らいと、本読む方が好き。◇m(_ _)m◆ねぇ。なまえは？(-_-#◇おがわ。◆誰のおバアチャン？◇(☆o☆)◇それでも私は男は若くて可愛い方がイイ(^_-)-☆　　　
No.50 　 20030520
〈巻末随想・オケラ練習場の見学は禁断の木の実〉
●前回、アリオーソのことを書いた。誰かそれを見たのだろうか。大学時代のオーケストラ（オケラ）の仲間から、『先ごろ茅ヶ崎のオケラに入った。久しぶりに楽器に親しんでいる。久しぶり同士、また一緒にやらないか』という趣旨のお誘いメールをもらった。

●オケラといえば、若いころの思い出いっぱい。ひとたびまた楽器を持ったら、またそこから『足抜け』などとてもできなくなるだろうという気持ちが強かった。

●次の日曜日夕刻、練習場を覗きに出かけた。茅ヶ崎市は市民オーケストラのために、専用の練習室がある。スリッパを履いて練習場に入るという、なんか懐かしい履物着脱システムも、椅子を勧めてくれたフルートだか打楽器だかの演奏者の暖かさは嬉しかった。

●練習場に入ったら、練習中の曲は多分ベートーベンの交響曲第6番「田園」。多分、というくらい音楽のことはもう忘れてしまっている自分に気付いた。忘れる、っていいことだけど、それなりにさびしい。とはいいながら、昔知っていたことや物、音や流れは程なく体の中によみがえり、勧められた椅子に座ったなり気持ちはもう自分も演奏者の一員。

●誘ってくれた昔の友人の姿を探すと、オケラの奏者の中にちゃんといるではないか。しかも、顔はちっとも変わらないのに、なんだか髪の毛の色だけ白くなってたりして…。でも練習中だから、目配せだけで言葉を交わすことはしない。その「アイコンタクト」も、しすぎると、演奏している人は楽譜の見るべき場所を見落とす。これを、「オチル」と称していたことも、思い出した。練習中のコミュニケーションは難しい。

●帰宅して、誘ってくれた友人にメールを打った。

「今日は、挨拶もせずに失礼しちゃいましたけど、茅ヶ崎交響楽団練習場を覗き見してしまいました。あれは、禁断の木の実みたいなもので、アブナくって、なんていうかあれ以上長居したらもう絶対足抜けできないという不安に駆られました。」
●「今日の見学にもとづく私の考え。差当たり、演奏会を聞きに行く立場になりたいと思いました。演奏会だけでなく、時にはまた練習場を見学させていただきたいと思います。それから、もし時間の余裕を作っていただけるのであれば、練習後に我が家にお寄り下さい。皆さんと一緒にお茶とおしゃべりでもしたいと思います。練習場から我が家まで車なら一五分もかかりません。そんなカタチで関わりたいと考えています。」

●友人からの返事「昔だと練習もしない（またはできない、できる環境にない）という状況で演奏会をやるなんて耐えられない！と結構潔癖性な考えでしたが、会社生活30年でいろいろな矛盾を含み、清濁合わせ飲む、という方向に変わりまして参加することになりました。」
●「この歳になって今更、という気もしますがここ二〇年は週末テニスで別な社会の人たちとつきあい、これも有意義だったと思いますので、テニスよりもっと年齢差があり、職業も多様な感じがするグループに参加するというのは良いことと思い「禁断の実」をつまみました。」

●もう一人の友人からも返事があった。「昨夜お二人がみえたのはわかっていたのですが、なにせあの狭い練習場でしたので挨拶も出来ず失礼いたしました。十一月の定演（注：定期演奏会）に向けて練習が始まったばかりで、何がなんだかわからない状態で音を出しているというのが現状です。当楽団は年齢層が広い（学生から80歳まで）。私の場合はボケ防止軍団というところですか・・日曜の夜はほとんどいますのでまた寄ってください。」
●こっそりのぞいたオケラの練習場では、青春の思い出と友情が一気によみがえってきた。いや、そういう「記憶」の掘り起しが必要なほど年を重ねたというべきか。どちらにせよ、禁断の木の実であったことは、間違いない。
No.51 　 20030720
〈巻末随想・おじいさんの“銀時計”〉
●東大百年史編集室に勤めていたころ、いろいろな問合せがあった。電話番として最初に電話を受けるので、それを記録するのも仕事。中で“銀時計”に関する問合せがあった。

●“銀時計”というのは、往年の成績優秀学生に天皇から下賜される記念品のことで、転じて｢成績優秀者｣｢一番｣を意味する。

●東大他いくつかの官立学校で、銀時計の下賜があった。従って“トーダイの銀時計”といえば、昔、東京大学を一番で卒業した優秀な学生、ということになる。

●と、ここまでは門前の小僧の範囲。しかし、電話の問合せはなぜか心に残った。｢うちのおじいさんは銀時計をもらったといっていた。｣｢銀時計をもらったとおじいさんがいっていたけど、その事実とを確認したい。｣といった、子孫、遺族からの問合せである。

●問合せがあると、受け答えをする側では、おじいさんの名前、年齢、出身学部などの基礎情報を聞いて、その情報を元に当時の学生名簿を調べる。これをもとに、子孫、遺族が把握しているおじいさんの学歴が、大学側の当時の記録と合致しているかどうかを調べる。時に、大学側の当時の記録の中に見当たらない人もいる。

●もちろん、多くの場合は問合せてきた人からの情報で本人が確認できる。その意味で、学歴詐称のおじいさんは殆どなかった。

●次は、おじいさんの成績が一番かどうかを調べる。この調査は、問合せてきた人のおじいさんの卒業時期が大正8年以前であれば、簡単だった。というのも、当時の学生名簿は、成績席次順に名前が並んでいたからである。成績が“銀時計”か否かは、この名簿の一番最初におじいさんの名前があるかどうかで形式上確認することが出来た。一番最初に探しているおじいさんの名前が出てきた経験は、記憶する限り、ない。

●こんな調査結果が明らかになったときに、問合せてきた人に回答を告げるのは、厳しい仕事だった。調査方法、調査結果を事務的に先方に話し｢銀時計を下賜されたことはない、というのがこの資料からは推測されます｣というと、先方が落胆する様子が電話の向こうから伝わる。しかし、それが調査結果。

●おじいさんの卒業時期が大正8年以降であると、学生名簿は五十音順となり、成績確認はできなかった。だから、おじいさんの銀時計の話は、大正八年以降の卒業の場合は｢こちらの資料ではわかりません｣という回答になった。回答するときは、この方がありがたい。先方も、とりあえず調査した結果であるということでたいていは納得してくれた。時は昭和五十年代、情報公開法も、個人情報保護法もなかった時代の話だ。

●私事だが、当時、祖父の成績を確認した。祖父は明治三〇年代帝国大学法科大学を卒業し戦後まもなく亡くなったから会ったことはない。が、足跡をたどることは楽しかった。祖父の名前は名簿の真ん中より少し後ろにあった。

●おじいさんの銀時計の問い合せは、いつもなんだかほろ苦かった。わが祖父も含め、おじいさんの名前が名簿に見出されても、実際に“銀時計”というのは稀だ。

●おじいさんが、みずからの学生時代を楽しく振返り、自分をほめて“銀時計“と傍らの家族に語るシーンは、穏やかでほほえましい。でも、おじいさんが家族に語る思い出は、おじいさんの青春時代の思い出のベールに包まれている。その思い出の中の事実を確認する作業とは、思い出のベールを取り除くことだ。だからその成果はなんとなくほろ苦い。
No.52 　 20030920
旅のメモワールケープタウン文書館の近世文書

一〇月二二日昼休み、ＩＣＡ円卓会議の合間を縫って、ケープタウン州立文書館の見学をする機会があった。頑丈そうな外壁に設けられた鉄格子の門扉をくぐると、レンガ造りの明るい、低層建物があった。これが南アフリカ･ケープタウン州立文書館（State Archives）。割と狭い廊下を抜けると閲覧室がある。席は四〇人分ほどとみえた。

一七〇〇年代の文書

ボーア人奴隷所有の記録があった。三〇×四〇㎝くらいの大きな紙が製本されている。皮装丁の立派なもので、背表紙には数字記号のようなものが記されている。検索番号であるとの説明を聞いた。奴隷所有の記録は、奴隷という「所有物」＝財産管理台帳と見えた。奴隷一人一人がどこから来たのかを記す欄があり、そこには、バダビアとか中国のように読める文字も見受けられた。1700年代の南アフリカではアジアとの交流も結構盛んであったらしい。

素人にもガイジンにも読める！

それにしても、興味深いのは、一八世紀の文書（古文書？）が、外国人である筆者にも何とかある部分は「読めた」ということだ。閲覧室には大きなルーペを首からぶら下げて古文書を解読している年配の白人男性の姿があって、読みにくいらしいと想像されたのだ。でも、丹念に文字を追っていけば、そこに書かれた文字はわが国の古文書のごとき「くずし字」ではないのと、中学生になりたてのころに習ったとおりの筆記体が丁寧に書かれているせいなのだろうが、わかる。そのことに、なんとも深い感動を覚えた。

バダビアもインドも中国も

展示資料の数頁にはホッテントットの文字と共に、Chinese,India,Badabiaなどがあった。アジア地域から三〇〇年も昔にインド洋を経てケープタウンの地に至った奴隷がいたのであろう。しかもそのことが個人名、到着年月日などの情報と共に記録されて目の前にある。個人情報ではあろうが、公開されているのは明らかだ。日本のアーカイブに同様の記録があったらどのように扱うことになるだろうか。先祖探しをしたい人たちのニーズと、プライバシーを懸念する提供側の立場はどのように調整されるのだろうか。　　　

No.53+54 　 20031120
ＳＡＡ米アーキビスト協会の“メンター”システム
ＳＡＡ年次大会に二〇〇〇人　

ＳＡＡアメリカアーキビスト協会は、世界のアーキビスト協会の中でも最大規模だ。今年ロサンゼルスで開催された年次大会には二〇〇〇人もの人が集まった。その中には、毎年参加するベテランアーキビストもいれば、初めて参加する若いアーキビストもいる。いくら「陽気なアメリカ人」といえども、二〇〇〇人もの人が集まるところに初参加する若いアーキビストたちにとって、居並ぶベテランアーキビストと知り合うきっかけをつかむのは容易なことではない。

新入会員の“メンター”システム

実は、アメリカアーキビスト協会では、新入会員のための“メンター”システムを設けている。メンターというのは、若いアーキビストの面倒を見てあげるベテラン会員で、面倒を見てもらうのが“メンティイ”と呼ばれる。年次大会などの折、メンターはメンティイの関心分野を理解し、その分野に関わる会合についてアドバイスしたり、知り合っておくとよいと思われるような人に紹介する、という役割を担うボランティアである。メンティイはメンターのこうした｢面倒見｣によって、SAAのメンバーとして認知され、人脈と情報に適切にアクセスすることが出来るようになる、という仕組みだ。

若い力を求める

たしかに、大きな会合に一人ぼっちで知り合いもないままに出かけていくのは、それがどれほど必要なことであっても決して｢気楽｣なことではない。自分の専門分野の先人と目する人が目の前にいても、どのようなきっかけで声をかければよいのか、戸惑わない人は少ないだろう。そうした心のハードルを低くする、この“メンター”システムは、若い人、新しくその会にやってくる人たちを暖かく仲間として迎え入れ、すばやくその力を活用するためのシステムである。

見習いたい会の活性化の歴史とそのシステム

一九八〇年代のＳＡＡ年次大会では託児所の設置で若い人たちに子連れ参加を呼びかけた。一九九〇年代のＳＡＡ年次大会では、子連れ参加はアタリマエになっていたのに、若い人がＳＡＡに入ってこないのはなぜか、という会長挨拶が聞かれた。そして今、新入会員歓迎システムとしてこの“メンター”システムが始まった。SAAが常に若い人、新しい人たちを会員として受入れ、活発な活動が出来るような配慮をする既存ベテラン会員たちの姿勢の表現であろう。若いからこそ出来る活動を会の活性化に生かそうとするＳＡＡ自身の歴史とともに、見習いたいシステムである。
No.53+54 　 20031120
〈巻末随想･アーカイブ界近況〉
●アーカイブ専門家団体である全史料協。平成13年秋の全史料協第27回長野大会では、市町村合併と資料保存が大きくクローズアップされ、平成十三年一一月二八日、全史料協は総務大臣に対し、この問題の善処を求める要請文を提出した。同省は翌平成14年2月、この写しを各都道府県に通達配布し、注意喚起を促した。明治と昭和の過去2回の市町村合併時の文書散逸の教訓を活かそうとする全史料協の動きが国を動かし、全国に文書散逸への懸念を浸透させる結果となったのは、大きな成果だ。

●この問題は翌年も継続して検討議論された。平成一四年第二八回富山大会では、大会声明「市町村合併と資料保存に関する声明」が取りまとめられ、書面は今年八月、全国三三〇〇市町村に配布された。

●日本アーカイブズ学会。来年4月ごろ発足の予定で、規約案文前文には「…アーカイブズ学を構築し、その適切な生成、保存、活用による平和な豊かな民主社会に資するため…」とある。

●次に、国の動向。今年五月に内閣府に「歴史資料として重要な公文書等の適切な保存と利用の措置等に関する研究会」が発足、7月末に中間とりまとめが発表され、なお継続中。背景には国立公文書館の強化拡充を目指す考えがあるとも聞く。公文書館といえば不要文書の集積場所のごとく捉えられてきたこれまでの流れを大きく転換するものであることは間違いない。

●ＩＴ基本法の制定、E-Japan戦略の推進など国の政策の中で、いわゆるアーカイブが世間の関心事、関心を呼ぶキーワードとなったことが、この内閣府研究会の発足に影響を与えたのかと想像される。ついでに言えば、国立国語研究所の言いかえを要するカタカナ語に「アーカイブ」があった。これも、世間の関心を象徴している。

●三つ目に、世界の動向。文書のライフサイクル全体を包括的に管理するための世界標準、ＩＳＯ１５４８９がJIS化の見込みだ。また、先月南ア・ケープタウンで開催された第３７回ＩＣＡ円卓会議では、人権とアーカイブがテーマにとりあげられた。人の存在は記録によって確認されたり抹消されたりするという事実の報告は重かった。

●記録の長期保存とそれに対するアクセス権の確保は、アーキビストの使命である。このことは、2000年9月、スペイン･セビリアで開催された第一四回ＩＣＡ大会決議に、世界人権宣言を引用して記されている。

●文書、記録の確実な管理と必要十分な情報の保存と利用提供、これがアーキビストという専門家に求められる使命である。この使命を遂行するための行動規範、これが「アーキビストの倫理綱領」に記述されている。『アーカイブ事典』付録には改訂版が収録されている。

No.53+54 　 20031120
全史料協第29回全国大会＠仙台
大濱国立公文書館理事、アーカイブ文化の創生を提唱
二〇〇三年一一月一九日‐二一日、全史料協の第二九回全国大会が仙台国際センターで開催された。一一月下旬の仙台は冬の気配を感じる冷え込みもあったが、大会そのものはなかなかの熱気であった。

大濱理事の来賓挨拶

初日午後の総会では、来賓の大濱徹也氏（独立行政法人国立公文書館理事）の挨拶が印象深い。

「…アーカイヴズ文化の創生に向け新たなる歩みをともに始めたく思っております。」「日本のアーカイヴズ文化を育てる上で問われている本質…アーカイヴズに求められているのは、日々生み出される組織の記録、そこで営まれた個人の記録を体系的に遺し伝えること…日本におけるアーカイヴズ文化を考える時が到来している」と、いう呼びかけと共に、従来の「日本のアーカイヴズ論にみられる傾向は、これを古文書等の歴史資料の保管庫とみなす歴史研究者の眼…現に刻々と生み出されている諸記録や資料を如何に国民・市民の財産となし、その権利を保障するものとして遺していくかという具体的実践が弱い…、即時的・事前的（ア・プリオリ）に“史料”なるものが存在しているとの感覚…」とする現状認識や、「“歴史研究者はすべからくアーキヴィストたれと”か、“文書館等にいる人は歴史研究者の予備軍”だとかの言説を吐かしめる要因」などの表現もあった。大濱氏は「公文書館等のアーカイヴズを守るアーキヴィストは、歴史家、歴史研究者と強き緊張関係をもつ固有の専門職として存在してこそ、はじめて確固たる場、地位を築けるのではないでしょうか。」と、問題提起を行い、新しい日本のアーカイブ文化のあり方を示した。

運動体、全史料協

その後の総会議事では、内閣府の研究会に対して要望書を提出すべきであるとする会員からの強い要望が出されるなど、活発な意見表明が相次いだ。全史料協は速やかに内閣府研究会に対する要望書を取りまとめるとする会長の対応もあり、全史料協総会はその発足以来の運動体の姿を見せていた。

市町村合併と公文書廃棄防止

最近を振り返れば、全史料協は2001年11月に総務大臣に市町村合併に際しての公文書廃棄防止を訴える要望書を提出した。その要望書は翌2002年2月、総務省を通じて各都道府県に通達され、市町村合併時の文書への配慮についての注意喚起が行われた。都道府県は、総務省の通達に全史料協の要望書の写しを添えて管内市町村に周知徹底を図った。

これを追うように全史料協が全国3200余の市町村を対象とした歴史資料の保存状況アンケート調査はそのフォローアップの役割をはたすことになった。明治と昭和の過去二回の町村大合併に当たり大量に公文書を失ったと言う歴史的教訓をようやく未来への歩みに向けて生かすことができたのである。このような「運動」こそが、全史料協の専門家集団としての存在意義を発揮する場であろう。そして、過去の経験を蓄積し未来のためにそれを生かす、これはアーカイブの保存の本来の意味と意義であり、まさにアーカイブ文化そのものといえる。

新しいアーカイブズ文化の創生

大濱理事のいう「新しいアーカイブズ文化の創生」は、もとより従来の古文書学を単にカタカナで「アーカイブズ学」と言い換えるものではありえない。歴史研究者との緊張関係を保ち、真に新しいアーカイブ文化を創生する専門家集団として全史料協がその力量を発揮し、国立公文書館と歩みを共にする時期が到来したのであれば、この第29回全史料協全国大会は、間違いなく画期と断言したい。　

No.55　  20040220
〈巻末随想〉事実に向き合う文化・韓国ドラマ「冬のソナタ」

●十二月下旬は、毎晩テレビにクギ付けだった。韓国のドラマ「冬のソナタ」にハマッタのである。

●はじめのうちは、画面の美しさ、主演ペ・ヨンジュンらの美しさ、のびやかなストーリーと品のよさで虜になった。最近の日本のドラマではとんとお目にかからなくなった、真面目な恋愛モノはとても新鮮。若い人はイイナァ、と口をあけて画面に見入ってしまう。

●オバサンとしては自分の青春に思いを重ねる。私にもあんなときがあったかな、イヤなかったかも、などと記憶をたどりつつ、結局はドラマに引き込まれていった。「昔、“ある愛の詩”という映画もあったわね」など家族と語り合いながら…。

●既に一通りこのドラマを見たという娘は、ストーリーを要約予告してくれた。｢高校時代の仲良しグループがいて、その中の一人ジュンサンがあるとき自動車事故で死んだの。一〇年後に、その人と瓜二つのイ・ミニョンが現れてね、昔の恋人だったユジンが揺れるワケ。彼女は同じグループのサンヒョクと婚約していて、でも目の前にいる昔の恋人のソックリさんに惹かれて。ミニョンもまたユジンを愛するようになるの。｣実を言うと、このあたりまでは見ていない。

●「ミニョンは、実はジュンサンであることがその後明らかになるの。しかも、一度はジュンサンとユジンが兄弟だっていう話が出て、更に真実はユジンの現在の婚約者サンヒョクの父が昔ジュンサンの母と過ごした一夜の過ちでジュンサンが生まれたとわかるの。ジュンサンはサンヒョクの異母兄弟でェ、そのことに翻弄されたジュンサンとユジンは結局わかれちゃうのよ。」このあたりのいかにもラブストーリー然とした展開の画面はどれも非常に美しかった。

●しかし、それ以上に感心したことがある。親子関係に関する事実の展開と、登場人物がその事実に対峙する姿勢である。サンヒョクの父、そしてジュンサンの実の父は、大学教授という設定だ。その人が自分の昔の一夜の結果の事実を血液検査で解明し、解明された事実を自分の息子であるサンヒョクに自ら告げるシーン。ストーリー展開では山場であった。

●社会的な立場、親子関係の問題等々を勘案すると、日本のドラマでここまで父が息子に明白な事実を告げる設定になっただろうかと考えてしまう。ドラマを見た知人からは「現在の恋に影をおとす主人公の過去の恋、さらに両親の過去など、考えすぎかもしれませんがやはり過去とか血縁の重さというものが日本とは比較しようもないほど強いのかと思います。」と感想が届いた。

●翻って、われに返りアーカイブを考えたい。文書、記録の確実な管理と必要十分な情報の保存と利用提供、これがアーキビストという専門家に求められる使命である。その使命の底流には事実の確認のための情報確保、という情報基盤作りがある。この基盤作りはそれぞれの固有の文化を強く反映する。韓国のアーカイブが近年急速な進展を遂げた背景には、過去や事実を正面から見据えようとする力強い文化土壌の存在がある。
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巻末随想･ＤＪＩの“プロジェクトⅩ”—投稿と文章作法＞

●1月19日の小泉首相施政方針演説に公文書館が登場したことは、アーカイブ関係者にとってはうれしいオドロキだったといってよいだろう。当日すでに首相官邸のウェブサイトにはこの施政方針演説全文が掲示されていた。電子政府、なかなかやるジャン。

●このことに刺激され早速、新聞に投稿した。その後数日、音沙汰はなし。不採用と思った。

●それから2週間ほどして夕食の準備など考えているところに突然℡、「今度の週末に投稿いただいたものを掲載する予定。ついては全体をもっと短くしたいが」という。採用されたのだ!!

●そこからはちょっと大騒ぎ。先方の要望に応じてデジカメ写真を撮影して送る、先方が圧縮してくれた原稿のチェックとこちらの趣旨とのすりあわせなどなど。90年の時（本誌１頁）はそのまま載ったのだが。

●編集担当者が文章を圧縮したら、今度はデスクからの注文が加わる。書いた本人の文章とは随分かけ離れた表現だが、同じことを言うにも、なるほどこうするとこんなに伝えたい意思が明確になるものかと感心することしきりであった。受動態と能動態、疑問文による問題提起など、はるか昔にもしかしたら国語の授業でそんな話を聞いたこともあったような…。

●忘れていた「文章作法」を改めて思い出し、人に伝えるための文章を書く新聞現場の人々の力量に敬服した。基本に忠実に文章を作ると、同じことが随分とわかりやすく伝わりやすくなる。2001年のＩＣＡ円卓会議で特別講演したアイスランド元大統領の「わかる言葉は伝わりやすい」とはこのことなのだろう。

●最後の最後になってはじめてデスクの手で加えられた見出しは、投稿者の趣旨とはかなり違った方向になっていた。ビックリして担当者に電話したときには「すみません。今日は雪のためにいつもより30分早く、すでに降版済（印刷が始まっている、の意味）です。見出しはデスクが勝手につけたと説明してください」という説明で、そこだけはなんだか納得が行かぬまま翌朝の新聞を待つことになった。

●メディアが送り出す情報とは本来伝えたいと思うところを受け手にストレートに伝えるだけでなく、そこで問題意識を芽生えさせ、あるいは反対意見を呼び起こすという役割を帯びている。投稿する人間はそのうちストレートに伝えたいと思うところを書く。編集の手を経ることにより、投稿はさらに問題意識を芽生えさせたり、反対意見を呼び起こす、つまり議論を巻き起こすための道具として高められていくことがわかった。

●そして、新聞「現場」の文章作法とは、議論を巻き起こすための仕上げ、ということなのだと理解した。その仕上げがめざす方向性こそが、新聞社自身が社会に放つメッセージであるということも。

●投稿は2月7日朝日新聞私の視点に「公文書保存　基本法作り行政の監視を」として掲載された。　　
No.56 　 20040420
[image: image1.png]<

G

maxBz 36
TRITE6A1I60

B ExE
mrxm R

O 5 AT ORI T E)

B, SEOBIIRIHT, $COBMHARHBOENTED 1+,
SHBOENINL, BEPOEL AT REORE L EROLEOR
THEAREAK B ARG LB EREOTAL 551, BRI
DOERL 5 RMRBORAINEENTING L5 TBY 3T, 055
FEEECa ARG, B SPRTH, BIERL A% 218 A £
TSN 5510 5 TRUORIFE T (REIR2 25, OEIN
SBERRCRELTEERET.

LDLiea, W, SEAXRRZRORILT 0 AR5
WATRROHFUHS LHRE LT (SHHOAX BRI 57>
—H ok h, PEOLEY, ERENOBENLTLbHOKRE
EUTBEF, SIS DAL ORGONMAI 5 /e =
LARERITE L,

S LTI, WO G G RIR C B >ob 540, WRCE 51
T ERILATROMATLS SREELEL, TR THRERG
FEENE D, AHTEDLARER R DL LA,




＜巻末随想･ルーツをたずねる＝ジニオロジーの実践＞

●三月上旬、米国在住の義兄夫妻をたずねた。義兄は引退した元コンピュータエンジニア。無口、まもなく八〇歳、米国で生まれ日本で育った「帰米二世」だ。

●義兄と二人、しばし街中のベンチに座って人を待つ時間、私はふと義兄の母の旧姓を尋ねた。

●義兄は、ごく事務的に、その旧姓を口にした。義兄の母の住まいがあった場所について私が質問をたたみかけたのは、多分静寂を避けようとしたのだと思う。

●義兄は、その地名を聞くと、何か少し思い出したように、「そう、あそこは…」と語り始めた。思い出を手繰るように、懐かしむように。

●義兄は語った。自分たち兄弟はどことどこで住み、働き、後に渡米した。母は日本に残った。最後まで。

●母の出身地は、父との出会いは、父の仕事は、父の出自は…義兄は途切れることなく、正確な記憶をたどりつつ、語り続けた。そこにあったテーブルシートの裏に、私は義兄の話を書き連ね始めていた。

●その話の中に登場した人物の名前と義兄との関係を書きつらね、エピソードをメモしていくと、ほんの15分ほどの間に義兄の生い立ち、義兄の両親の出身地、親戚などが描き出されてきたのである。

●帰国してから、このときのメモに基づき、“ジニオロジー”を書いてみた。書いていくうちに、記憶も記録（メモ）も不十分なところが明らかになってきた。

●ともかく、メールで義兄に届けた。すぐさま、エンジニアらしく、「ここは間違い」と率直な指摘が返信されてきた。義兄の母の名前が、シゲと聞こえていたのが、実はシゲエであることなど、知っている人にしかわからない貴重な情報がもたらされた。

●これとは別に、一般的な情報を探してみた。インターネットで義兄の伯父の名前を検索したところ、古書店の目録から、私家版追想録を発見し、入手することができた。その伯父の出身地の自治体史からは、当人に関する記述などがあると、その地に詳しい友人がコピーを送ってくれた。

●こうして届いたコピーや入手した追想録におされたのだろう、義兄は、ついにその地を訪問する気になった。この夏、義兄一家は来日、現地訪問する。
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〈巻末随想･ジニアロジーの実践（続編）〉
●７月、米国から義兄夫妻が来日した。前号本欄に紹介したルーツをたずねるために、である。

●当初は夫妻の「フルムーン」を想定、ふたをあけたら三世の子供２人も参加して、一行は現地合流の友人や親戚を含め総勢約12名に膨れ上がった。

●この猛暑のさなかだが、高齢の義兄夫妻は、生まれてはじめて足を踏み入れたルーツの地を、元気一杯に訪ね歩いた。墓所、碑文、文献。。。

●３月、米国西海岸のまちかどでふと投げかけた小さな問いかけは、初めはテーブルシートの裏の走り書きでしかなかった。両親の名前、兄弟の名前、親戚。

●義兄の記憶のなかに生きている、あったこともない人々が、義兄の話のなかで、生き生きとしたその姿を見せ始めたのは、テーブルシートの裏の走り書きを覚書としてまとめたあたりからだっただろうか。

●義兄の伯父に当たる人が明治期の軍人であったことを知り、その名を頼りにインターネットで検索してみたら、その人の追想録が古書店の目録で検出されたときは驚いた。早速購入の手続きをとり、手元に届いたものを見たら、私家版非売品であって、未亡人の名前で丁寧な送付状がはさまれていた。

●しかも、現地近隣には筆者の同業の友人がいた。友人は情報と資料探索に惜しみない援助の手を差し伸べてくれた。地域ネットワークを駆使して、さらにルーツ探しは深まった。

●最終的には、現地で同姓の親戚をたずねることができた。当初、義兄の言葉からは、その家はすでに絶えたかと思われたのだが、現地におもむき、それが思い込みであることが証明された。

●現地の友人とその周辺の専門家の助けは大きかった。今も義兄の父祖の地に住む昭和初年生まれの姉妹の元には、なんと義兄が8歳の写真があった。自身も同じ写真を持っていると語る義兄の声は、弾んだ。姉妹もまた、音信不通が回復したことを喜んだ。

●旅を終えて数日後、現地の別の人物から電話があった。「二〇〇年ほど前に私どもは土地を分けてもらいました。五〇年前にはゆかりの桜の樹を私の手で切り倒しました。当日別用がありお目にかかれなかったが、桜のことは一言お詫びしたい。」

●米国に生まれ、日本で育ち、再び日本を離れた義兄は日系二世である。三人の子供は三世で今働き盛りの三〇代。米国人として、世界に散らばっている。その一人が手にした日本のガイドブックは英語だった。

●今回、義兄は父祖の地を訪れゆかりの家や人にめぐりあうことができた。「日系人」のルーツ探し＝ジネアロジーへの思いは、相当に強いようだ。日本のアーカイブに、その要求にきちんとこたえられる体制が早く整うことを、強く願うものである。
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〈巻末随想･ＩＣＡに集う人々〉
●ＩＣＡ国際文書館評議会大会は、四年に一度オリンピックの年に開催される。前回大会はセビリアで高橋尚子がマラソンで金メダルを取る様子をスペイン語のテレビ放送で観戦応援した。今回はウィーンで、ドイツ語の放送だった。

●ＩＣＡ大会には毎回多くの人が集まる。その中には、リピーターも少なくない。各国国立公文書館長や、各国専門家団体のトップらは、大会が開かれない年に開催される円卓会議に参加する。だから、相互に顔見知りになれる。それ以外の各部会や委員会も毎年一-二回開催されるので、その中では親しいようだ。

●ＩＣＡには世界各地に地域支部が一〇以上ある。これは地球規模でいうところの近隣組織。日本は東アジア地域支部、ＥＡＳＴＩＣＡ（エスティカ）のメンバー。エスティカは総会とセミナーを隔年で開催するので、実際には毎年会合がある。

●ウィーン大会では一一六カ国から二千人が集まった。初日会場に着くとすぐに、アフリカの古い友人に遭った。もう十年以上の付き合いがある。時々老眼鏡を貸したり借りたりするほどの仲良しだ。いつの間にか双方頭に白いものが増え、付き合いの長さを見る思いがする。

●開会式の折に、エスティカの知り合いである香港在住英国人に出会った。いつもちょっとさびしそうで、誰かに話しかけたがる人で、それだけに愛想がよい。前回九九年香港でのエスティカセミナーのときは、妻との別離を語っていた。今度はずっと明るい。

●この人、面白い話をしてくれた。「自分の祖父は、オーストリア人であってイギリスに移民した。だから自分自身は英国人。住居は香港。今回ウィーンに来てはじめてこちらウィーン在住の従兄弟との会見を果たした。」さびしがりやの彼だけに、とてもうれしそうな話しぶり。

●「で、その場合何語で話されたのですか？」私のぶしつけな質問に、きわめて誠実な返事が返ってきた。「自分はドイツ語がほとんどできないから、英語だった。」「こちらの人はみな英語が上手だし。」

●そうか、この人のさびしがりは、ジニオロジーの不足かもしれない。自分はどこから来たのか。自分の本来の場所はどこなのか。この人はその人生のかなりの期間、自らの出自とその基盤の把握をせず、そのためさびしい思いをしていたのかもしれない。

●思い出したのが、前号本欄にも記した義兄のジニオロジー。父祖の地を確認した後の義兄は、実に晴れ晴れとした表情だった。ウィーンで出会ったさびしがりやの香港在住オーストリア系英国人もまた、大会初日よりはこのときのほうが心なしか快活に見えた。

●日本ではまだあまり普及していないジニオロジーだが、遠からず先祖探しをする人が増える可能性は否定できない。個人情報の保護も大切だが、父祖の地、母の生国に自らの存在証明を求める人への対応は、政府の説明責任の意味で大切である。中国残留孤児の事例など、その最たるものであろう。そのためにも、アーカイブにゆだねられる資料とその提供サービスの充実は欠かせない。（ち）
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〈巻末随想･“プロローグ”〉
●ワシントンにあるアメリカの国立公文書館（ＮＡＲＡ）入り口の像の台座には、“What is past is prologue.”と刻まれている。これは小田島雄次が「さて、これまでは前口上」と翻訳したシェークスピア「テンペスト」の一節である。過ぎ去ったことは全部、これから先のことにとっては「前口上」ということであろう。ＮＡＲＡのパンフレットには、「この言葉こそ、公文書館を一言で表現している」と紹介され、同館館報の表題『プロローグ』もこれに由来している。
●確かに、このように考えれば、あらゆる事象はこれからの歩みのための「前口上」と捉えることができる。たとえば、戦後展開されてきた資料保存運動は全史料協発足時の前口上。公文書散逸防止のために公文書館を設置させ、各地で行われた自治体史編纂事業の発展形として都道府県の資料保存施設の設置を促し、その延長線上で公文書館法の成立をもたらした文書館運動は、1988（昭和六三）の公文書館法施行の前口上。
●情報公開制度の施行とともに、文書管理業務が単なる作業レベルの業務ではなく、その組織の情報流通の根幹にかかわる重要性を帯びたものであることが徐々に見えてきた。そして、その蓄積情報が行き着く先が文書館、公文書館であることが、ようやく関係者の意識に上るようになって来た。同時に、さまざまな分野に保存すべき記録、保存された記録があることも具体的にみえてきた。こうした中で文書館の役割も、現代から切り離された歴史的なモンジョの集積提供機関ではなく、納税者の共有財産である公文書を、その組織の歴史説明責任を果たすため制度的に保存利用提供する機関へと、変化が求められている。これらもまた、前口上となり、文書管理は次の段階に進むことが期待される。
●持論をいうなら、次の段階では、文書基本法と仮称・記録管理院の実現を掲げておきたい。即ち、相手組織の意向に従って過去の文書を受け入れる文書館から、未来に伝えたい記録に積極的に手を差し伸べ、意志的に収集保存する役所、仮称「記録管理院」へと飛躍発展させたい。併せて記録管理院の意志的収集保存の権能を裏付けるこれも仮称文書基本法の制定による抜本的制度整備こそが、今、社会が求めている変化の具現化につながるものと考える。
●世界的には一九九〇年代後半から、文書管理、記録管理の分野とアーカイブ、保存記録分野とが緩やかな統合に向かっている。最近のＩＣＡの会合には必ず記録管理団体ARMA の代表が参加する。日本国内でも、文書館、図書館、博物館など同じ資料保存分野の類縁団体はもとより、文書管理、記録管理分野の諸団体との一層の連携につとめ、知的基盤整備を念頭に置いた新しい文書館像を模索する必要があろう。以上の「前口上」を踏まえ、今後の関係諸団体の活動に期待したい。
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<巻末随想・ネコひざテレビ>
●昨年末のスマトラ沖地震とその津波は、結局二〇万人もの犠牲者を出した大規模災害となった。夫は年末年始をスリランカの被害状況調査ですごした。平常でも現地との連絡がとりにくい地域だけに、津波の襲来が映像で世界に配信されたことはショックだった。津波は波ではなく洪水、それも水だけでなく船も車も建物も何もかも一緒に押し流すものであることを目の当たりにした。

●思えば九五年一月の阪神淡路大震災が発生したその当日、結局朝から晩までテレビの前にクギづけになっていたこ。今回も、暮れから正月、スマトラ沖地震の災害情報ばかりを見てすごした。言い訳としては夫のスリランカ出張がある。

●スマトラ沖地震津波災害を最も頻繁に扱ったのはCNNだった。だから、犠牲者に欧米人が多く含まれることがたびたび伝えられていた。ＣＮＮのニュースでは、正確に「スナミ」という。気になってインターネットで調べたら、英語のサイトで、TSUNAMIはsu-na-miと発音するという説明があった。日本語の「つ」は発音できないのか。

●スマトラ沖地震津波報道の間をぬって、しっかり見たのがヨン様出演の韓流ドラマ。冬ソナで学ぶ韓国語、なんていう語学ＤＶＤも入手した。この手の番組になるとリラックスしているのがわかるらしい。ネコがひょいとひざにきて、ニャニャとネコ語の寝言を発しつつ、昼寝をするようになった。四月で十三歳、人間換算七二歳になる。

●ＤＪＩも満一〇才、四月からは季刊になります。
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<巻末随想・横濱カレーミュージアム>　
●横浜にカレーミュージアムがある、ということを知り、遠来の友人とともにここを見学のつもりで訪れた。見学の「つもりで」というのは、実際には見学ではなかったということである。見学でなかったならなんであったのか。
●そもそも、カレーミュージアムというのは名前から考えて博物館と理解するのが当然だと思っていた。そして、中に入るまでは、その名のとおりミュージアム≒博物館の雰囲気であった。
●ところが、カレーミュージアムの入口のエレベータ前でインド風のコスチュームに身を包んだスタッフが「はい、今日は特別サービス券をお配りしております。これでカレーが割引になります。」という。これを聞いて初めて「エッ、カレーが食べられるのかな」と思った。だから、カレーミュージアムのことは何も知らなかったのである。
●たどりついた「ミュージアム」はビルの七-八階。吹抜けを囲んで回廊状になっているのは、大型客船のキャビンのような趣。キャビンはどれも中がカレーのレストランで、店によって味も材料も異なる。値段は、まぁ博物館的な趣も手伝ってか一食千円から千五百円くらいが相場。キャビンの飾り窓には昔のカレーライスのパッケージや盛り付けなどが「展示」されていて、これは食べられない。しかし、出口脇のミュージアム・ショップの、レルトカレ他の品揃えはなかなかのものだ。カレー小物も楽しい。
●カレーを食べ、見学を終え、ショッピングも済ませて階段を下っていくと、下のフロアはみなゲームセンター。博物館とゲームセンター、この組み合わせは意外でもあり、それでいてなんだか至極当然にも思われたのはなぜだろう？




　
050420　No.62
市町村合併時の公文書保存　　全史料協に続き
国立公文書館も総務大臣に要請
去る6月16日、独立行政法人国立公文書館長は、市町村合併時の公文書保存を要望する文書を総務大臣に提出した（左写真）。

（http://www.archives.go.jp/news/050616.html）。市町村合併による公文書の散逸亡失は、明治以来たびたび繰り返されてきたといわれる。その都度、心ある資料保存関係者らが、日本の歴史が消えるのではないかと危惧を表明してきた（右下写真）が、国（国立公文書館）が国（総務大臣）に対して、市町村の公文書の保存に公式に配慮を要請したのはこれがはじめてだ。
平成の大合併といわれる現在の市町村合併に当たっては、全史料協が平成13年11月に総務大臣片山虎之助宛にこのことで要請を行い¹、総務省はこれを受
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　　　け平成14年2月、市町村課長名で各都道府県市町村合併担当部長あてに『市


　　　　　町村合併時における公文書等の保存について（要請）』として善処を通達した（総


　　　行市第22号）²。このとき通達された文章は次のとおり。
｢標記のことについては、全国歴史資料保存利用機関連絡協議会から別添のとおり要請がありました。各都道府県の市町村合併担当者におかれては、要請の趣旨に基づき適正な助言をしていただき、あわせて館内の市町村に対しても同要請を周知していただくようお願いいたします。」
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これを踏まえ、国立公文書館が今年5月に調査してみたら、実は「合併時の公文書引継ぎが的確とはいいがたい状況」（国立公文書館ウェブサイトの説明）であることを把握し、今回の要請文の提出に至ったという。明治以来市町村合併が繰り返され、市町村の公文書等の資料はその都度存亡の危機にさらされてきた。平成の大合併に至り、国立公文書館が基礎自治体といわれる市町村の公文書の保存にまで注意を払うようになったことは、大きな変革であり、時代の進展を感じる。
　前官房長官の福田康夫氏率いる公文書館制度強化推進議員連盟の発足、内閣府の懇談会による国立公文書館強化拡充の動向、最近では日経新聞夕刊の連載記事などもあり、時代は記録の確実な管理を当然とする方向に進んでいる。国際資料研究所が新年にあたり掲げた今年の目標の一つ、｢市町村のアーカイブ整備」は、国からの強い応援を得て、着実な成果に結びつく勢いとなったといえるのはうれしい。

要請文と、その根拠となった調査結果は国立公文書館のサイトにある。

（http://www.archives.go.jp/news/pdf/050616.pdf）。

¹全史料協＞資料ファイル＞http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsai2/file/gappei.html
²岩田書院ブックレット８『データにみる市町村合併と公文書保存』二三-二四頁
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「インドネシアのアルシープはアーカイブではない！」
専門家の呼称は「アルシパリス」　ジョーコ・ウトモ氏に聞く　

　二〇〇五年四月二三日（土曜日）、東京・学習院大学で開催された日本アーカイブズ学会レセプション会場で、インドネシア共和国国立公文書館長、ジョーコ・ウトモ氏(写真左)に、インドネシアの専門家を取り巻く事情を聞いた。

●インドネシアの用語定義
ARSIP　アルシープ　インドネシア語で、幅広い時間の流れを表す。
ARSIPARIS　アルシパリス　アルシパリスはインドネシア語で、記録管理およびアーカイブ管理の分野で専門的な仕事に従事する人を言う。インドネシアには、専門家としてのアーキビストいない。この分野の専門家はアルシパリスのみ。

●課題・インドネシアのアルシパリスのための倫理綱領策定
インドネシアでは、原局事務室で現用並びに半現用記録を所掌する専門スタッフをアルシパリスと称する。文書館機関で保存資料を所掌する専門スタッフもまた、アルシパリスである。現用から非現用まですべての記録は、アルシパリスという専門家が諸証するのがインドネシアの考え方である。従って、アルシパリスのための行動規範、あるいは倫理綱領といったものが必要である。そのため、ARMA行動規範（一九九五）並びにＩＣＡ倫理綱領（一九九六）の知識と経験を用いて、アルシパリスの倫理綱領を策定しようとしている。 
●インドネシアの団体設置状況

インドネシアには次の3種類の団体が設置されている。

1. マスヤラカット　ペンシンタ　アルシープ（MPA,アルシープが好きな人の団体）

2. マスヤラカット　ペドゥリ　アルシープ　（MAPA,アルシープに関心がある人の団体）

3. アソシアシ　アルシパリス　インドネシア（AAI,インドネシアアルシパリス協会）

MPA はインドネシアで最初にできた団体であり、専門性は皆無である。現在MAPAに統合されようとしている。MAPAはアルシープに関心を持つ人たちが加盟する。MAPAは入会資格を問わない。

AAI はAAI はアルシパリス、即ち記録管理及びアーカイブ管理の専門家団体である。AAI はNARIインドネシア共和国国立公文書館が指導し、そのメンバーはジャカルタ地域に限定される。
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リチャード･コックス　拾い読み　　ニュースと記録　　

訳小川千代子
【訳者解説】

　本稿はピッツバーグ大学で記録管理とアーカイブの教鞭をとるリチャード・Ｊ・コックス教授の2001年刊行の著書、『Managing Records as Evidence and Information（証拠と情報としての記録の管理）』の一節、「ニュースの中の記録に学ぶ」の翻訳である。日々報道されるさまざまなニュースの中には、記録にかかわる話題は数多い。その中でも、政治家、行政マンらの恣意的な記録廃棄は気になるものだが、米国でも制度の隙間をぬって記録の廃棄や私物化の事例を紹介している。また、文中の日本やドイツは企業防衛にかかる記録管理は完璧だが政治的記録管理には問題がある、という指摘は手厳しい。日本語翻訳紹介の許可を求めるＥメールを出したら即座に「どうぞ！(You have permission -- thanks for being interested in the book!)」と返信が届き、有難かった。原典：Lessons from Records in the News Richard J. Cox “Managing Records as Evidence and Information”　Quorum　Books,　2001, USA, pp. 51-53 

■

　アーキビストと記録管理者は、明確なメッセージと大きな声を持つ必要がある。なぜなら、記録がかかわる多くの問題こそは、おそらくは政策に関係するもっとも直接的な証拠と記録とのつながりであるから。
　記録へのアクセスをめぐる問題提起、公共記録の所有権、著作権論争、あるいは個人の権利にいたるまで連日、新聞、テレビニュース、ウェブなどで多くの人が意見を述べている。
　一九九六年の大統領選挙直前、ニューヨークタイムズでなクリントン-ゴア政権が解明を要する倫理問題に関する記事を掲載した。8点の問題点はすべて記録に関連していたといってよい。しかし、記録の専門家の姿はどこにあったのだろうか？記録の専門家は声も聞こえず、姿も見えない。印刷メディアの中では記録そのものについて明確な視点が置かれることはまれである。

■

　記録の専門家が話題に上るのは、何か問題が起きたときに限られる。たとえば元の国立公文書館長であったドン･ウィルソンは、レーガン-ブッシュのイラン･コントラ関係の電子記録をブッシュがホワイトハウスを去るときに彼に移譲したことをめぐり、非難の嵐を浴びた。記録の専門家たちは、書庫のムシと化してしまい、人前に出たくないのだろうか。記録の専門家は人前に姿を見せることはできないほど忙しいのだろうか。

■

公になった問題のありかを見ていくと、時には法令や政策方針が記録の管理とのかかわりにおいて、きちんと調整されていないために生じるケースも散見される。たとえば、ニューヨークタイムズ一九九五年六月二日付けの社説は、ニューヨーク州知事が退任にあたり自らの記録を持ち出したことに言及して次のように述べている：「州知事室は、州立公文書館長らの嘆願を無視して知事ファイル並びに知事側近のファイルにある、内部メモその他資料の引渡しを断った。…ニューヨーク州住民は、退任する州知事たちの雅量寛容を当てにしていたのでは、その州政府の包括的な沿革を知ることはできないのである。」
■

　ニューヨーク州法では、州知事が記録を州立公文書館に委譲するような規定を設けていない。これは、ほかの多くの米国各州も同様である。州法に抵触することがないとすれば、問題はどこにあるのか。問題は、1980年代のニューヨーク州立公文書館記録管理局は、全米各州立公文書館の中でも模範的制度を背景とした指導的立場にあったことがあげられる。一九七五年、ニューヨーク州はようやく州立公文書館を設置し、一九七九年にようやく資料の公開を始めた。全米各州でもっとも遅れた正式の州政府公文書館設立であった。

■

　その後二〇年かけて公文書館は数々の刷新を行った。保存記録と歴史文書のニーズに関する野心的研究、保存記録専門家と歴史文書専門家の団体の連携統合化を始めて実現、電子記録保存問題に関する主要な研究成果を取りまとめて電子記録センターを創設；公文書館を州政府情報政策イニシアチブの核としての位置づけを獲得；休眠状態の記録管理プログラムを廃し、必要十分なプログラムのための新規政策方針を策定；強力な専門家育成の実施；地方自治体および歴史記録のための諮問プログラムの二 つのシステムを立法の方向に先導；そして保存記録と現用記録の管理をテーマにした数々の受賞図書、受賞ビデオの作成刊行；数え上げればきりがない。そこで、州知事の記録はどのようになっていたのか？さまざまな業績を上げ、周囲からもその指導力を認められていたニューヨーク州立公文書館記録管理局は、なぜ州知事の記録の獲得に失敗したのか。
■

　政府の記録は記録専門家を挑発し続けている。ある政府とプライバシーに関する調査では次のようにこれを表現している。"政府は必ずしも最悪の犯罪者ではないとしても、少なくとも市民の情報に関しては唯一最大のコレクターであり配信者＝ディストリビューターである。そして、唯一最大のコレクターであり配信者＝ディストリビューターであること自体、データが、たとえ違法ではなくとも、不審な情況の下で得られ、使用される確率を高めるものである。歴史を見れば、政府が監視機能のを勝手に行使してきた事例で満ちあふれている。「官僚主義」の定義が強力であり、政府はあらゆる機会をとらえて情報把握を高めるように努めていることが原因で、コンピュータ技術は、われらが忌むべき全体主義傾向の探知を容易に妨げるものとなった。" 近年、政府の情報公表･情報公開が進んだため、我々は1950 年代の秘密核実験を文書化した記録から、クリントンのホワイトハウスの問題まで、すべてについて記録を読まなければならないことになった。

■

　政府（役所）は日常的な記録の管理に関するニュースの対象であるばかりではない。記録とはほかの組織や分野において顕著に現れることも見ておきたい。1995年のニューヨークタイムズ社説は次のように述べている。「個人の医療情報が企業の手で無制限に売買されている。企業は各州まちまちの州法に目をつけ、州外ではこうした記録に目が届かないことを利用している。」　いわゆる『シガレットペーパー』およびタバコ産業への道に関する継続的な懸念の発表には、毎日1ページを割いていた。1980年代半ばのモルモン教殺人事件は、この教会の起源に関するデリケートな記録や記録の捏造の公表をめぐる複数の宗教団体の関与にも及んでいる。

■

　ポストモダン学派が始めた文化論と論争もまた、記録の使い方について非常に頻繁に検討を重ねている。スミソニアン研究所の展示では、第二次世界大戦の終結をと核爆弾投下に関する意思決定について、エノラ・ゲイの展示をめぐる論争で歴史的な記録の紹介方法の検討が盛んに行われた。ホロコーストが事実か否かの論争は長く継続している。多くの文献が発表され、ホロコーストの歴史性についての証拠の分量が莫大であることを示唆する。

■

　なぜか、ドイツ人および日本人は記録の保管には細心の注意を払っていて、大量の告発証拠を作り出すにもかかわらず、その国々のリーダーがちょうど半世紀前に犯した人間性に対する犯罪の程度について背後にしまいこもうとしている。このことについては、日独双方について我々はますます多くの証拠を入手している。
■

　米国での展示をめぐる論争は、神話や寓話を信頼できる史実と同等に扱う教科書検定や多文化の視点が、アメリカ人が同様の行動をしがちであることを明らかにする。現代社会環境にあって、時に記録に刻まれた記憶を消そうとしたり、記録が提供するアカウンタビリティを弱めようとするような現代の社会風土にあって、アーキビスト及び記録管理者の仕事はその重要性を増すばかりである。
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<巻末随想・現地保存とアイデンティティ>
　四月、会議がありスペイン･カタルニアの町、ジローナに七泊八日、滞在した。カタルニアはスペイン語とは異なる独自の言語を持ち、スペイン中央政府とは文化･政治の面で距離を保ち、独自性＝アイデンティティの主張も強い。

　滞在中の四月一四日に、カタルニア固有の記録を五〇年ぶりだかで、マドリッドから取り戻す法律が成立するという、現地の人々にとっては大変重要な日に居合わせた。これは、日本であれば米国による沖縄統治文書を沖縄に返還する、といったことに相当するような法律となるのだろうか。それとも、国内的な問題なので、現在東京都内で保管されている戦前期の愛知県の公文書がついに愛知県公文書館に返還される法律と見ればよいのだろうか。いずれにせよ、現地の記録は現地に戻す、ということを法律が定める「文書の現地保存法」が成立したのである。翌四月一五日朝、このニュースはテレビではトップニュース扱いで、朝六時、六時半、七時、七時半、八時と何度も繰り返し同じような画面が放映された。
　我々の会議の主催者でジローナ市歴史文書館長のジョアンは、調印式に列席のためその日だけは会議を中座し、列車で一時間ほど南下したバルセロナに赴いた。ニュースが放映される度に、バルセロナでの調印式の様子がテレビに映し出され、我らがジョアンも画面に登場した。市役所前広場に多くの人々が集まり手を取り合って飛び跳ねて喜ぶ年配の男性の様子や、文化大臣らしい、扇千影前国土交通大臣によく似た感じの真紅のスーツの女性が「このたびの決定は誠に当然の決定であり、、、意義深い」などと語った（と思われる）シーンは印象に残る(写真)。
　翻って、日本を考えておきたい。日本には、文書の管理を正面からとらえようとする法律はまだ存在していない。とはいえ、福田康夫氏が中心となった与党議員による公文書館制度強化推進議員連盟が去る三月三〇日に発足したというから、このあたりを核として、文書の作成から最終保存までを一括統制する考え方を、強制力ある約束事として法律化する動きを強く望まれる。

　六月には、筆者もかかわる記録管理学会に、文書管理法制定推進プロジェクトが発足した。小さな動きがいくつも重なって、やがては大きなうねりにまとまるように、いやまとめていくことを、真剣に考えたい。アーカイブ元年の春～初夏の決意である。皆さん、応援してください。

No.63   20050720

<巻末随想・オリンピック記念館＠白馬村>
　八月、家族で白馬村に出かけた。長野オリンピックのジャンプ台を見に行ったら、その真下に、オリンピック記念館があった。　長野オリンピックというと、その経理帳簿が早々に廃棄焼却処分されたということで、その後の国際オリンピック委員会の不祥事解明に当たり、余り名誉とはいえない対応が記憶に残る。それだけに、その長野オリンピックの記念館が、ジャンプ台の真下にあるのを見つけて、うれしかった。

　ジャンプ台は一般見学者に開放されている。

　筆者らがリフトに乗ったとき、空は雲が厚くたれこめ、リフトを降りる寸前でついに大粒の雨が降り出した。なぜか突然リフトが停止し、降り場を目前になすすべもなく雨にぬれること数分、リフトは再び動き出し、ようやく屋根の下に着いた。

　ラージヒルジャンプ台頂上に行こうとしたのだが、徒歩で上る階段で、足がすくんだ。金属の網の階段の下には、はるかに谷が見える。足の裏がぴりぴりとしびれ、ひざが動かない。あきらめて建物に戻り、家族が頂上に登るのを建物の窓から観察し、ジャンプとは、前に飛び出すのではなく、高所から落下する競技であることを、このときしみじみとかみしめた。こわい。。。

　戻った家族と再びリフトに乗り、ジャンプ台の下まで戻った。雨はもう終わり、日光が降り注ぐ。リフトから眼下に眺めたオリンピック記念館に、ようやく入ることができた。

　記念館はログハウスで、館内には、所狭しとオリンピックの記念品やスキー板、スキーウェアなどが展示されていた。入口近くのガラスケースには、『なぜ聖火が消えたのかについての調査報告書』のコピーが展示されていた。トーチも報告書ファックスのコピーの傍らに置かれていた。

　階段があって、『二階は資料室です』という掲示。ガラス扉のキャビネットの中に「小野誠二コレクション」が収められていた。オリンピックの記念出版物が中心で、見える限りすべて印刷物だった。アーカイブオタクの筆者が階下でふと想像した白馬村でのオリンピック実行組織が発生源である記録類は、残念ながら見当たらない。白馬村が長野オリンピックを受け入れるにあたり、どのような対応をしていたのだろうか。白馬村役場では今どんな文書があるだろう。そんなことに関心を持つのは貴方だけ、と家族は筆者を笑う。だがNA新規移管基準にもオリンピック記録は名指されている。白馬村の役場文書は、間違いなく、長野オリンピックのジャンプやスキー競技実施という地域の出来事や催しを知るには欠かせない根拠資料だ。（ち）
No.64   20051020　
<巻末随想>
●十一月三日は晴天特異日といわれ、この日はめったに雨が降らないそうだ。特異日とは、広辞苑は「天気がよいとかいったことが集中的に繰り返し出現する暦日」と説明している。この定義どおりなのかどうかはわからないが、筆者にとって一〇月のある日は、さながらイベントの「特異日」だった。定例会議、海外開催や異分野のアーカイフﾞ関連シンポジウム等々が同じ日に集中したのである。

●もちろん、そのすべてに必ずしも出席しなければならないというほどのものではないものもあった。それに、体はひとつ、時間は24時間である。当然ながら参加できるのはひとつだけ。そこで、体力、気力、地理的・時間的な移動距離などの条件を組み合わせて、結論をだした。

●このとき思った。二〇年も昔、アーカイブの勉強を始めたころ、最初に資料評価では、①証拠価値、②情報価値、③業務価値、④歴史価値、⑤現物価値の五つの観点と、⑥物理的な分量とスペースの関係を勘案する、と習った。つまり、評価のためのﾓﾉｻｼの使い方を最初に身につけさせてくれたのである。

●モノサシの一つ一つの「目盛」はそれほど明確でもないが、資料の価値を複数の側面から測っていくという手法は悪くない。一つ一つの資料を手に取ると、その資料は手の中から『自分の証拠価値、情報価値、業務価値、歴史価値、現物価値はそれぞれこのようにある』と主張してくるように感じる。それぞれの項目を相対的に数値化していくと、客観的とまでは言わないが数値でその価値を表現することが可能になる。こうして数値化された『価値』の高いものが、保存収納スペースに見合う分量であれば、資料のアーカイブ保存が可能、と判断することが出来る。

●二〇〇四年、内閣府研究会が報告書をまとめた直後、「歴史資料として重要」を抜きにした『公文書等の保存・利用懇談会』が発足した。当時筆者は、国立公文書館が「現用以外の公文書等」を収集対象とすることを乗り越え、現用公文書にもその目配りを始めたととらえた。しかし、今になってみると、むしろ公文書館が収集対象とすべき非現用公文書であっても、その価値を『歴史資料として重要』のみにみるのではなく、証拠価値、情報価値、業務価値、現物価値もあわせて評価する必要があることが、その時点で意識されていたのかもしれないと感じる。

●確かに、社会は価値の多様化の時代を迎え、キーワードとしてデジタル･アーカイブが普及著しい。唯一性の高い原本文書に拘泥しすぎていてはこれからの文書館は本来の機能や役割を見失いかねない。資料評価の５観点を教わったとき、もうひとつ忘れがたい言葉を聞いた。「コンピュータ時代のアーキビストは、原本の保存以上に情報の長期保存に力を注ぐべきであろう。」

●記録の作成、確実な管理と信頼性の確保など、社会的な倫理の屋台骨は良質な記録の作成維持管理にある。今年はｱｰｶｲﾌﾞ２年、情報と記録の長期保存は、その情報源である組織の品格と文化を映し出すﾓﾉｻｼとして位置づけていきたい。

No.65   20060120

DJIレポート　休刊のお知らせ

拝啓　皆様には、日頃よりＤＪＩレポートをご愛読いただき、誠にありがとうございます。お蔭様で2006年1月には第65号を発行することが出来ました。

　このＤＪＩレポートは、国際資料研究所の小川千代子が単独で発行してきました。発刊のきっかけは一九九五年一月の阪神淡路大震災による文書館関係機関の被害状況調査報告でしたが、その後も文書館の専門誌として役割を果たしてきたところです。とても楽しい仕事ではありますが、十一年のあいだ独走状態の編集発行人には少しリフレッシュ休暇が必要になってきました。

　そこで、大変勝手ですが、二〇〇六年度1年間、休刊させていただきたく、お知らせ申しあげます。二〇〇六年度の購入ご予定の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解を賜りたく、よろしくお願い申しあげます。

　なお、2007年4月には復刊します。また、休刊中もブログＤＪＩレポート電子版 http://djiarchiv.exblog.jp/は継続し、[ＤＪＩメル友速報]は随時お届けします。　　　　　　　　　　　
敬具

　
二〇〇六年二月吉日
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アーカイブ2 年 文書基本法の実現にむけて　DJI「文書基本法案」の見直し
文書基本法の実現について、国際資料研究所は2003 年以来本誌はじめさまざまな機会を得てはその必要性を説いてきた。現在、管見の限り記録管理学会の「文書管理法制定推進プロジェクト」、NIRA 総合研究開発機構「公文書管理法（仮称）研究会」が活動している。後者は今年中には何らかの成果を発表すると期待される。記録管理学会はこれをにらみながら、プロジェクトを推進しているところだ。
ところで、2004 年4 月に発表した国際資料研究所「文書基本法（案）」をここに再録することにした。2 年を経て改めて見直すと、当時見落としていたことが目に付く。今回は次の2 点をとりあげよう。

１．公文書の「秘密」指定を時間経過による段階的解除を可能とする制度
現在、秘密指定解除については、国の機関が統一して適用される制度がない。
米国ではクリントン政権時代に、秘密指定文書はすべて25 年経過後に秘密解除とするという大統領令がでたというが、15 年ほど前に終えた筆者の国立公文書館勤務経験のなかでは、秘密指定文書の制度的秘密解除はなかった。当時の秘密指定文書（いわゆるマル秘文書）の秘密指定解除は、一件ごとにその内容によって検討されていた。原省庁での文書取扱いの中で、一旦マル秘扱いになると、期限を限った秘密扱いである場合を除けば、たとえそれが公文書館に移管されても、マル秘の効力は原府省等の裁量範囲として残っていた。したがって、国立公文書館では公開にむけていちいちの問合せ（協議ではない）による確認が必要とされていたのである。
２．文書のライフサイクルにおける「企画立案」段階の位置づけ
最近ではずいぶん普及した文書のライフサイクルの考え方では、通常「収受・起案／決裁・施行／保管・保存／廃棄または公文書館での保存提供」といわれる。情報公開制度のなかで、公開（開示）対象となる行政文書は、決裁前のものも対象とするとされている。そのため、ある文書自体が組織共用文書であるかどうかということが情報公開制度においては公開対象に当たるか否かの判断のカギとされる。特に、決裁前にさまざまなレベルでの合意形成や意思決定のために起草される文書は、起案文書そのものになるとは限らない。現用段階の文書事務ではこうした企画立案段階で作成される文書の扱いについては、担当者の裁量とされているため、通常の文書規程類はこの部分について規定の設定はない。文書管理事務の立場からは、「収受・起案」の中でも特に「起案」の部分については、”起案文書作成と決裁処理”と狭義にとらえ、当該「起案文書」作成にいたる前段に相当の時間と労力を注ぎ込んで行われる企画立案段がすっぽりとその視野から抜け落ちた格好である。その結果、企画立案段階の文書そのものが、ライフサイクル理論に則った文書管理の枠組みから脱落し、そのために、企画立案段階の文書は、狭義の決裁文書とは異なり、文書管理規程類の適用条項がないため、その保管、保存、廃棄にいたるまでが全面的に担当者の裁量範囲にゆだねられている。このような「無制度状態」があるにもかかわらず、この点がなぜか見過ごされてきた。その上、こうした企画立案段階の文書が制度に則った保管・保存／廃棄･移管のルートに乗らないために、長期的には公文書館に移管･公開されることがないという結果を招いている。公文書館で公開される公文書類には企画立案段階の文書が含まれていないのは、このような制度的な欠落があることは、これまで全く見過ごされてきた。ただ、利用者として公開された公文書館の資料を利する研究者が口々に「ライフサイクル理論に沿った文書管理ではプロセスの文書が残らない」と批判してきたことで、企画立案段階の公文書が公文書館への移管対象に含まれていないらしいことは、ある程度推測できていた。

実際には狭義の起案文書にいたる前段の企画立案では、公式記録にならないさまざまな企画段階の草案類が創出され、それらが正規の文書ファイリングシステムに位置づけられておらず、しかもそのこと自体が長く見落とされてきたのであろう。今こそ、この企画立案段階で創出される、いうなれば「草案文書」の存在を法制度的に確認し、それらを含めた文書の管理を行うような文書のライフサイクルに改訂する必要がある。これにより、今日多くの研究者が指摘する「経過を示す文書が残らない」という批判は、制度的にも実務的にも解消できるだろう。(ち)
DJI レポート No.66 20060420 pdf版　http://www.geocities.jp/kjnbh220/DJIReport66060420/No.66060420.pdf
ISO 15489 のJIS 化と今後の課題
■」」JISX0902-1＝翻訳ISO15489

2005 年7 月、日本規格協会は翻訳JISX0902-1記録管理標準を発行した。これはISO15489-1 の
英語テキストを日本語に翻訳したものである。そのISO15489 とは、1999 年にオーストラリア政府が取りまとめた記録管理標準を下敷きに2000 年にISO が採択した世界初の記録管理の世界標準で、パートⅠ、パートⅡの二部構成である。昨年JIS化されたのはパートⅠガイドラインで、パートⅡ技術報告書はJIS 化されていない。
■」」日本のISO 窓口と翻訳JIS 研究組織
ところで、JIS 化事業そのものは、JISC 日本工業規格審議会が最終的な決定を行う。ISO に対する日本の窓口であり、国際標準機関とも訳される国際機関である。各国とも標準を担当する政府窓口があり、日本は経済産業省である。経済産業省標準化担当セクションと日本規格協会が表裏の関係で各種のISOJIS 化の事務を担当している。
ISO15489 は、アーカイブと記録管理の標準ということで、TC46 情報とドクメンテーションの標準化委員会の業務とされた。TC46 には、SC と略称される小委員会（サブ･コミティ）がいくつもあるが、そのもっとも新参のSC がSC11 で、具体的な検討業務等々はこのSC11 が行う。日本側にもこれに対応する組織が置かれ、2005 年度までは日本規格協会がINSTAC に事業を委託し、INSTAC はTC46 国内対策委員会事務局として、SC11 国内メンバーが行うISO の翻訳JIS 化のサポートを担当してきた。
■」」ISO15489-2 の翻訳JIS 化事業の主導者は？
周知のように、行政改革の名の下に、小さな政府を目指して中央省庁は人減らし、仕事減らしを進めている。規制緩和が叫ばれたのも、規制は役所の仕事だから、それを減らすためには規制を緩めたりやめたりする必要があるからだったに違いない。ISO のJIS 化事業もまた、この｢規制緩和｣の波に洗われ、これまではINSTAC が事務局を引き受けて進めてきた事業は関係業界団体の自主運営に任せることになってきている模様。
ISO15489-2 の翻訳JIS 化を企画していた従来のTC46 国内委員会ＳＣ１１ 部会は、事実上事務局も予算措置も失い、２００６ 年度の運営の見通しが立たない。いまやこのプロジェクトは関係者の良識と熱意だけに頼る格好となった。
■」」記録管理標準ＪＩＳ 化の推進力
ＩＳＯ１５４８９―２ の翻訳ＪＩＳ 化を実務上、精神上、および経済上、推進する関係団体の存在がなければ、日本に世界レベルの記録管理標準の実現は難しくなってきている。これまではこの記録管理標準ＩＳＯ１５４８９ のＪＩＳ 化は、もともとARMA 東京支部のメンバーが提唱し、日本規格協会に働きかけを行うなど、国内の推進力となった。また、記録管理学会もこのJIS 化作業のためにメンバーが参画している。こうした経過を踏まえ、両団体への期待はいやがうえにも膨らむのである。(ち)
DJI レポート No.66 20060420 pdf版　http://www.geocities.jp/kjnbh220/DJIReport66060420/No.66060420.pdf
〈巻末随想・フレンドリー・エニミーズ〉
●五 月、定例のＩＣＡ／ＳＰＡ 運営委員会に出席するためポーランドに出張した。機内でとなりの席はポーランド人であった。ポーランドといえば、日本ではパデレフスキーとショパンが有名だといったら、パデレフスキーなんか知らない、ショパンだってそんなに有名だとは思わない、というその人は、脳内情報伝達の専門家だといっていた。実際ワルシャワに来て見たら、空港はショパン空港と呼ばれていたし、近代文書館の目玉は旧ワルシャワ市長で音楽家としても有名なパデレフスキーの個人文書だということだった。とすると、日本人である筆者の方がポーランドの常識に明るかったのかな。
●現地では会議の合間をぬって、ワルシャワ市内のヴィラノフ宮殿を見学した。宮殿内部を案内してくれたガイドの夫人は体格の良い高齢のご婦人だった。我々外人のために、英語で館内の説明をしてくれた。館内には歴代ポーランド国王らの肖像画が数限りなく壁を飾っていた。ある部屋には、金属板の上に描かれた肖像画ばかりが集められていて、「これは葬式のときに用いられた遺影のコレクション」という説明があった。肖像画は、国王に就任したときに描かれ、また葬儀に当たって遺影が作成されたらしい。
●曰く、ポーランドでは17 世紀には国王を選挙で選び、任期を終えた王様は時に無一文で町に放り出されて乞食同然の余生を送ることがあったとか、その「民主主義的」な政治状況について老婦人の説明は熱を帯びるばかりであった。
●話が周辺各国との国境問題に発展するや、婦人の話す英語のポーランド訛りは一層激しさを増し、「フォルチュネットリィ」とネにアクセントのある「幸運」の語は、ポーランドという国を国として維持することの困難を体現する響きを帯びているようにすら聞こえた。そして、ポーランドの国土を脅かそうとする周辺各国を彼女は「フレンドリー・エニミーズ」と表現したのである。文字通り日本語に置き換えると「友好的敵（国）」ということになる。気になる表現である。
●現在も、ポーランドはドイツやロシアはもとより、リトアニア、ベラルーシ、ウクライナ、スロバキア、チェコの7 カ国と陸続きに国境を接し、北はバルト海に面している。一九九一 年に社会主義ポーランドからＥＵ 準メンバー国になったとはいえ、それが直ちに国と国境線の安定をもたらしたということを意味するということではなさそうだ。
●むしろ、周辺各国とは安定的な緊張関係を保ちつつ、友好親善に努めるという継続的努力によって、現状を維持することが可能となりそうな気配である。周辺各国が直ちに戦闘を仕掛けてくるような不穏な空気はないとすれば、見かけ上周辺各国は敵対する存在ではない。が、その実はわからない。そんな不安と緊張が「フレンドリー・エニミーズ」という表現を生み出したのだろうか。（ち）
ＤＪＩレポート No.67 20060820　http://www.geocities.jp/kjnbh220/DJIreport67060820/No.67-2.pdf
初出一覧

あとがき

奥付
↑全史料協会長に送付された総務大臣宛要請文写。


http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsai2/file/20050616.pdf








「合併は資料散逸の危機」


1955.3の山口図書館だより
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